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第１　大学の概要

１　　法人の基本情報

（１） 法人名 公立大学法人新潟県立看護大学

（２） 所在地 新潟県上越市新南町240番地

（３） 設立の根拠となる法律名 地方独立行政法人法

（４） 設立団体 新潟県

（５） 資本金 2,285,244,000円

（６） 沿革 平成14年（2002）４月　　新潟県立看護大学　開学

平成18年（2006）４月　　大学院（看護学研究科修士課程）設置

平成25年（2013）３月　　公立大学法人設置認可

平成25年（2013）４月　　公立大学法人化

平成30年（2018）４月　　大学院（看護学研究科博士課程）設置　

（７） 法人の業務 ①

②

③

④

⑤

⑥

２　　学部等の構成・在学生数

（１） 学部等の構成 看護学部　 　　・看護学科 （入学定員 95名）

大学院 　　・看護学研究科 （入学定員 18名）

（２） 在学生数

433人

令和元年５月１日 　(内訳） 　　385人 （看護学部）

　　48人 （大学院）

434人

令和２年５月１日 　(内訳） 　384人 （看護学部）

　　50人 （大学院）

425人

令和３年５月１日 　(内訳） 　　380人 （看護学部）

　　45人 （大学院）

420人

令和４年５月１日 　(内訳） 　　388人 （看護学部）

　　32人 （大学院）

総学生数

総学生数

総学生数

総学生数

大学を設置し、これを運営すること。

前各号の業務に附帯する業務を行うこと。

学生に対し、修学、進路選択及び心身の健康等に関する相談その他の援
助を行うこと。

法人以外の者から委託を受け、又はこれと共同して行う研究の実施その
他の法人以外の者との連携による教育研究活動を行うこと。

公開講座の開設その他の学生以外の者に対する学習の機会を提供するこ
と。

大学における教育研究成果の普及及び活動を通じ、地域社会及び国際社
会に貢献すること。
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３　　組織・運営体制

（１） 役員

役　職 氏　名 備　考

理事長 小泉　美佐子 新潟県立看護大学学長兼務

副理事長 境原　三津夫 教授兼務

理事（非常勤） 野口　美和子 元沖縄県立看護大学学長

理事（非常勤） 山田　知治 平成29年６月１日～ 頸城自動車株式会社代表取締役社長

監事（非常勤） 大原　啓資 平成25年４月１日～ 公認会計士

監事（非常勤） 小熊　廸義 平成31年４月１日～ 株式会社東光クリエート会長

（２） 教職員数 ※（学長兼理事長を含む）

時点 教員数 職員数
令和元年５月１日 54人 15人
令和２年５月１日 52人 15人
令和３年５月１日 52人 15人
令和４年５月１日 49人 16人

平成29年４月１日～令和５年３月31日

平成29年４月１日～令和５年３月31日

　役員の定数は、公立大学法人新潟県立看護大学定款第８条の規定により、理事長１名、副理事
長１名、理事２名、監事２名と定めている。
　また、役員の任期は、同定款第12条の規定によるところによる。

平成29年４月１日～令和４年12月31日

就任年月日
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（３）組織図

庶務係　経営企画係 教務係　図書学生係

教務学生課

○地域社会貢献
○看護職学習支援
○地域課題研究開発
○特別研究

事務局

学　　長 運営評議会

・理事長（学長）
・副理事長
・副学長
・看護学部長
・看護学研究科長
・図書館長
・看護研究交流センター長
・事務局長
・事務局次長

副学長
法人評価調整会議

・副理事長
・事務局長
・事務局次長
・運営評議会で決定した
　教職員

(再掲）
○ハラスメント防止特別委員会
○自己点検評価特別委員会
○外部評価特別委員会
○情報ネットワーク特別委員会
○国際交流委員会
○災害時看護支援特別委員会

○入試実施本部
○ハラスメント防止特別委員会
○自己点検・評価特別委員会
○外部評価特別委員会
○情報ネットワーク特別委員会
○国際交流委員会
○災害時看護支援特別委員会

・理事長
・副理事長
・理事（２名）
・副学長
・看護学部長
・看護学研究科長
・看護研究
　　交流センター長
・事務局長
・学外者

・学長
・副学長
・看護学部長
・看護学研究科長
・図書館長
・看護研究
　　交流センター長
・系の代表者
・各種委員会の長
・事務局長
・事務局次長
・学長が指名する者

教授会 研究科委員会
総務課

看護学部 看護学研究科
　看護研究
　　交流センター 図書館

運営委員会

監事（２名・非常勤）

公立大学法人新潟県立看護大学組織図　　　R4.3.31現在

【運営に関する重要事項を審議】

理　事　会
【経営に関する

重要事項を審議】
【教育研究・人事に関
する重要事項を審議】

○倫理委員会
○教務委員会
○実習委員会
○学生委員会
○研究推進委員会
○FD委員会
○国家試験対策就職委員会

○入試・広報委員会
○図書委員会
○紀要委員会

副理事長（常勤）

理事（学外者・非常勤）

理事（学外者・非常勤）

○入学委員会
○教学委員会

経営審議会 理事長（＝学長） 教育研究審議会
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第２ 第２期中期目標期間の実施状況

　１ 業務実績の全体概要

(1) 教育研究上の質の向上に関する取り組み

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧　令和元年度に新潟県福祉保健部の受託で、「専門性の高い看護職員の育成検討会」を県
内大学を代表して主催し、県への提言を行った。令和４年度には新潟県内における専門看
護師のネットワーク化を目指し、専門看護師フォローアップ研修を実施して専門看護師の
役割開発及び専門看護師ネットワーク作りに関して意見交換を行った。（中期計画14,48）

　キャリア支援については、対策講義や学習指導を重ねた結果、看護師・助産師国家試験
は常に全国平均を上回る合格率であった。特に助産師国家試験については、毎年度（第１
期中期目標期間からは、10年連続）合格率100％を達成した。（中期計画31）

 　科研費採択数や採択率の向上については、国内外の研究者との共同研究を促進すること
が重要であると考え、令和４年度から本学HPの教員紹介のページからResearchmapへリンク
できるようにし、教員にResearchmapへの登録推進を行った。また、令和元年度に教員を対
象に実施したアンケート調査のニーズ結果を踏まえて、英語論文作成のサポートを図るた
め、本学英語教員と協議を重ね、令和４年度に英語論文投稿支援制度を立ち上げ、運用を
開始し支援を行った。（中期計画39,40,41,42）

　令和３年度に、学生に対してワクチン接種にかかる協力要請が上越市・妙高市からあ
り、両市合わせて延べ500名程度の学生がワクチン接種会場において来場者の誘導・衣服着
脱介助等に従事し、地域に貢献した。また、令和４年度には、上越保健所の協力要請に応
え、新型コロナウイルス感染症に係る電話相談業務に、本学学生が従事した。（中期計画
44）

　新潟県立看護大学は、新潟県における看護学教育・研究の中核的機関として、教育と研究に
励み、多様に変化するニーズに柔軟に応じうる資質の高い看護人材を育成し、地域とともに邁
進する大学として、その成果を絶えず地域社会に還元するなど、看護学の発展と保健・医療・
福祉の向上に寄与してきた。
　コロナ禍において、令和４年度までの第２期中期目標期間は各種課題に機動的かつ適時適切
に対応し、大学運営のPDCAサイクルを回してきた。地域に欠かせない単科大学の強みを生かし
更なるステージを目指すべく、第２期後半２年、そして第３期中期目標に繋げていく。

　大学院では、令和元年度に博士前期課程・博士後期課程ともに一日集中型になるよう時
間割を編成し、必修科目やコースに応じて火・土曜日に授業を集中させた体制を構築し
た。コロナ禍において、両課程とも必須科目、研究指導、研究計画書審査については遠隔
授業により行い、社会人学生にとって来学する必要のない受講しやすい学習環境を構築し
た。さらに、令和５年度より博士後期課程の共通科目は土曜日等にオンラインを基本に開
講することとした。
　院生に、より専門的・多角的な観点からの博士論文指導を行うことを目的として、博士
後期課程の専門分野を７分野から４分野に集約し、令和６年度から運用することとした。
　博士前期課程助産師コースの設置に向けて準備を進めた。（中期計画7,13）

　令和元年度から１～３学年の学年担任を３人に増やし、学生全員の個別面談・学習状況
の把握等を行うなど体制を強化した。また、成績不振者に対して、継続的な学習支援を
行った。４年生はゼミ担当教員が中心となり、進路相談を行うとともに、国家試験模試の
成績不振者に対して学習支援を行った。（中期計画26）

　学部では、オンライン化・デジタル化を活用し、積極的に入試広報活動を展開した。ま
た、感染症対策を講じながら、オープンキャンパスをはじめ、大学見学受け入れ・出前講
義・高校訪問・進学相談会を実施した。
　今後続く18歳人口の減少を踏まえ、より意欲ある学生の早期確保を図る方策を検討し、
令和５年度から募集人員を学校推薦型選抜は35名から40名に、一般選抜前期は50名から45
名に改めた。
　令和４年度からの新カリキュラム運用に向け、３ポリシーを見直した。令和４年度から
新カリキュラムの運用を始め、PDCAサイクルを循環させるために、教員同士の意見交換会
や新カリキュラム対象学生にアンケートを行い、新カリキュラムを検証した。（中期計画
1,3,8）

　修了生(専門看護師資格審査受験者)に対して勉強会等を開催して支援し、４年間で老人
看護５名及びがん看護４名が専門看護師認定審査に合格した。（中期計画33）
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⑨

(2) 業務運営や財務内容等の改善等に関する取り組み

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨　USBメモリの紛失防止策のひとつとして、共有ドライブ内に領域別に利用できる専用フォ
ルダを新設し、複数の職員が情報の紛失なく情報共有することができるようにするなど、
サイバーセキュリティ対策を強化した。（中期計画77,83）

　コロナ禍において、理事長をトップとする「新型コロナウイルス感染症対策本部」を感
染状況に応じて機動的に開催し、適切な対応を行った。また、遠隔授業導入チームを立ち
上げて対応スピードを上げるなど、機動的な対応を行った。（中期計画56）

　平成29年度の認証評価において指摘された努力課題について、改善報告書を作成し大学
基準協会に提出し、協会から改善を認めた旨の通知を受けた。また、平成29年度の包括外
部監査において指摘された事項について、改善の検討を重ね、全事項について措置が認め
られた。（中期計画74）

　上越市から感染症対策に配慮した避難所・避難スペースの拡大要請を受けて検討を行
い、学内に滞在する学生が使用するスペースを考慮した上で最大限（倍増）提供すること
とし、協定を締結した。なお、令和元年度に大雨特別警報が発令された際は、避難者を受
け入れて夜間の安全を確保した。（中期計画81）

　定型業務など外部委託が可能な業務について、費用や効率性を検証し、システム化を含
めた検討を重ね、事務局のスケジュールを容易に管理するシステム（iQube）や職員の労働
時間の適正な管理・把握をするためのシステム（出退勤システム）等を導入した。（中期
計画66）

　計画に基づく大規模修繕を行うため、工事設計を外部委託した成果を踏まえて令和元年
度に大学独自の施設整備計画を策定した。
　令和２年度は、第一期中期目標期間中に積み立てた積立金を活用し、建設以来の大規模
修繕（自動火災報知設備・非常放送設備更新工事、空調設備改修工事）を行った。特に、
空調設備改修工事については２件の工事を同時に施工することで大幅な経費節減に繋げ
た。（中期計画79）

　近隣施設の状況を踏まえ施設貸付料の改定を行うとともに、論文博士学位授与制度創設
に伴い論文審査手数料の額を定めた。
　コロナ禍において、感染症対策を講じた上で公開講座及び施設貸付を再開したほか、施
設貸付においても、申請者に感染防止対策の実施計画書の提出を求めて貸付を認め、自己
収入の確保に繋げた。（中期計画69）

　令和元年度にマレーシアで国際アルツハイマー病協会によるアジア太平洋地域会議が開
催され、学生と引率教員が参加した。令和４年度にはクライストチャーチ工科大学（Ara）
との国際交流協定に基づくニュージーランド看護研修を実施した。渡航の中止を余儀なく
された間は代替企画として、臨床看護英会話を用いた看護実技のシミュレーション演習や
Araとのオンライン交流会を行った。
　また、国際的な視野を養う事業として、経験者・有識者を招聘し、国際交流セミナーを
開催した。（中期計画54,55）

　新型コロナウイルス感染症対策として、予算を確保し、大学内全てのトイレを洋式化し
たほか、トイレの自動水栓化、電気温水器取付工事等を行った。また、十分な換気のため
の講義室の網戸設置のほか、遠隔授業の導入等に伴う全館Wi-Fi環境の整備などを行った。
（中期計画21,72,79）

　年間を通じた公募を行い優秀な教員を確保するとともに、学内昇任を行い適切な人材配
置を行った。また、教員評価システムに基づき教員の研究業績を評価し、業績により研究
費の追加配分を行い、処遇に反映させた。
　事務職員については、県行財政改革行動計画に沿ってプロパー職員採用計画に基づき採
用するとともに、プロパー職員の多岐に渡る業務習得を見据え、事務局内異動を行った。
（中期計画65）
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　２ 業務実績及び自己評価結果

(1) 項目別自己評価結果（一覧）

１ 教育に関する事項 （№1） 学生の確保 ａ （中期計画の達成状況は良好となる見込みである） 7

（中期計画 第１の１）
（№2） 教育の内容 ａ （中期計画の達成状況は良好となる見込みである） 10

（№3） 教育の実施体制 ａ （中期計画の達成状況は良好となる見込みである） 13

（№4） 学生への支援 ａ （中期計画の達成状況は良好となる見込みである） 16

２ 研究に関する事項 （№5） 研究水準及び成果等 b （中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである） 19

（中期計画 第１の２）
（№6） 研究実施体制の整備等 ａ （中期計画の達成状況は良好となる見込みである） 21

地域貢献・国際交流
に関する事項

（№7） ａ （中期計画の達成状況は良好となる見込みである） 23

（中期計画 第１の３）
（№8） 地域社会との連携 ａ （中期計画の達成状況は良好となる見込みである） 25

（№9） 国際交流 ａ （中期計画の達成状況は良好となる見込みである） 27

４
（№10） 運営体制の改善 ａ （中期計画の達成状況は良好となる見込みである） 28

（№11） 人事の適正化 ａ （中期計画の達成状況は良好となる見込みである） 30

（№12） 事務の効率化・合理化 ａ （中期計画の達成状況は良好となる見込みである） 32

５
（№13） 自己収入の増加 ａ （中期計画の達成状況は良好となる見込みである） 33

（№14） b （中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである） 34

（№15） 資産の運用管理の改善 ａ （中期計画の達成状況は良好となる見込みである） 34

（№16） 自己点検・評価の実施 ａ （中期計画の達成状況は良好となる見込みである） 35

（№17） 情報公開の推進 b （中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである） 36

（№18） 法令遵守の推進 b （中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである） 37

（№19） 施設の効率的整備 s （中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである） 38

（№20） 危機管理 s （中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである） 39

（№21） 人権の保護 b （中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである） 40

（№22） 情報セキュリティ対策 b （中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである） 41

(2) 項目別業務実績・自己評価結果（詳細）

Ｐ７～Ｐ41のとおり（中期計画第6～第10については、業務実績のみ記載）

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、ｂ（中期計画の
達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分とな
る見込みである）

※ 中期計画第6～第10（＝全体評価の際の参考情報）については、自己評価対象外のため、上記一覧に含まれていない。

（中期計画 第２）

財務内容の改善に関す
る事項

（中期計画 第３）
経費節減

６ 自己点検・評価及び
情報公開の推進に
関する事項
（中期計画 第４）

（詳細）

地域社会ニーズへの対応

７

その他業務運営に
関する事項

（中期計画 第５）

業務運営の改善及び
効率化に関する事項

教
育
研
究
上
の
質
の
向
上
に
関
す
る
事
項

３

大項目 中項目 法人自己評価
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(ｱ)入学者受入方針

1

(ｲ)適正な定員設定と選抜の実施

　新たに実施される国の入
学者選抜改革にあわせた入
学者選抜を実施するととも
に、現行の入学定員や入試
制度の検証を行い、必要に
応じて選抜方法の検討と改
善を図る。

2 　文部科学省が進める入学者
選抜改革の趣旨を踏まえつ
つ、アドミッションポリシー
に即した入学者選抜を実施す
る。

3 　社会の変化やニーズを的確
に把握し、必要に応じて入試
制度や入学定員の見直しを行
う。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　文部科学省により提示された入学者選抜制
度の趣旨を踏まえ、アドミッションポリシー
に即した入学者選抜の実施に努めた。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　文部科学省が提示する令和７年度入学者選
抜実施要項の見直しの趣旨を踏まえつつ、ア
ドミッションポリシーに即した入学者選抜を
実施する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　今後続く18歳人口の減少を踏まえ、意欲あ
る学生の早期確保を図る方策を検討し、令和
５年度からの入学者選抜における募集人員を
以下のように改めた。
・学校推薦型選抜　35名→40名
・一般選抜前期　50名→45名
・一般選抜後期　10名（従来のまま）

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　文部科学省から示される方針、18歳人口減
少の状況や、県内に令和５年度開設の看護学
部、令和６年度開設予定の看護大学の動向を
注視し、必要に応じて入学者選抜方法の検討
を行う。

ア
 
学
部

　学部が求める学生像にか
なった優秀な人材を確保す
るため、アドミッションポ
リシーについて、積極的に
情報発信する。

　学部が求める学生像にか
なった優秀な人材を確保する
ため、アドミッションポリ
シーをホームページや大学案
内等により広く周知するとと
もに、オープンキャンパスや
高校訪問等を実施し、積極
的、効果的に発信する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　ホームページや大学案内等にアドミッショ
ンポリシーを明示し、学部が求める学生像の
周知に努めた。新型コロナウイルス感染症流
行を機に、Webオープンキャンパスを新たに導
入するとともに、SNSを活用して大学の魅力発
信を行うなど、オンライン化・デジタル化を
進め、積極的に入試広報活動を展開した。
　感染症対策を講じながら、オープンキャン
パスをはじめ、大学見学受け入れ・出前講
義・高校訪問・進学相談会を実施した。
　オープンキャンパス学生参加者数
R元(初めて土日開催・対面)：422人
R２(オンライン)：309人
R３(常時開設オンライン)：1,500人
R４(人数制限による対面)：290人
 　(常時開設オンライン)：1,200人

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　対面・オンラインを併用し、積極的に入試
広報活動を展開する。また、高校生、保護
者、高校教員に、アドミッションポリシーを
より明確に、分かりやすく伝えるため検討を
行う。また、オープンキャンパス、大学説明
会等において、学生と高校生が直接交流する
機会を拡充する。また、デジタル化が進む社
会を見据え、オンラインによる大学の魅力発
信をさらに工夫する。

大項目１ 教育に関する事項 　

【中項目：(№１)学生の確保】

中期目標 中期計画 業務実績
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(ｱ)入学者受入方針

　大学院が求める学生像に
かなった優秀な人材を確保
するため、アドミッション
ポリシーについて、積極的
に情報発信する。

4 　高度な実践能力を有する看
護専門職者、看護管理者、教
育者及び研究者になり得る人
材を確保するため、アドミッ
ションポリシーをホームペー
ジや大学案内で広く周知する
とともに、卒業生や医療機関
等に積極的に発信する。

(ｲ)適正な定員設定と選抜の実施

　現行の入学定員や入試制
度の検証を行い、必要に応
じて選抜方法の検討と改善
を図る。

5 　社会の変化やニーズを的確
に把握し、必要に応じて入試
制度や入学定員の見直しを行
う。

(ｳ)社会人の受入れ

　社会人が学習しやすい環
境の整備拡充を図るととも
に、積極的な受入れを行
う。

6 　社会人受け入れ制度につい
て広く周知する。

イ
 
大
学
院

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　博士前期・後期課程のアドミッションポリ
シーをホームページや大学案内等で広く周知
した。また、本学の特色がより効果的に伝わ
るよう、博士前期・後期課程のリーフレット
の見直しを行い、県内外1,000カ所以上の保健
医療福祉機関や看護師養成所に送付した。
　また、学部生に対しては、キャリアガイダ
ンスで大学院での学びを周知し、卒業生に対
しては、同窓会を通して大学院説明会の情報
を発信した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　博士前期・後期課程のアドミッションポリ
シーを広く発信するとともに、同窓会や看護
研究交流センターの看護職対象の研修会を通
して、本学大学院での学びについて周知す
る。また、令和６年度に開設予定の博士前期
課程助産師コースに学内推薦選抜制度を導入
することを契機に、科目等履修生制度による
学生の先取り履修など、学部生の進学を促進
する制度を整備する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　令和６年度に博士前期課程に開講予定の助
産師コースの申請準備と並行して博士前期課
程の入学定員について検討した結果、入学定
員は15名のままとし、助産師コースの定員４
名は15名の内数とした。
＜入学定員＞
・博士前期課程　15名
・博士後期課程　３名

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　博士前期課程助産師コースの申請に向け、
学内推薦選抜制度の入試準備を進める。ま
た、博士後期課程についても、これまでの受
験及び入学の状況から入試制度及び入学定員
について、検討する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　受験資格及び長期履修制度、科目履修制度
等の社会人受け入れ制度について、ホーム
ページや博士前期・後期課程リーフレットに
掲載し、広く周知した。
　社会人や市外在住者に配慮し、令和２年度
から対面・オンライン併用の大学院説明会を
開催した。
　更に、新潟県立病院の新任看護師長研修及
び新任副看護師長研修において、大学院アド
ミッションポリシーや学位取得によるキャリ
ア形成について説明を行った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　対面・オンライン併用の大学院説明会を継
続する。加えて、博士前期課程・助産師コー
スの学内推薦選抜の導入に伴い、学部生向け
に説明会を行う。また、大学院授業体験を実
施するとともに、社会人の学修に配慮したオ
ンライン授業や土曜開講等のPR活動を積極的
に行う。
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7 　社会人が学修しやすい環境
を整備する。

a
（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）
　優秀な学生の確保に向けて、学部では、新型コロナウイルス感染症流行を機に、Webオープンキャンパスを新た
に導入するとともに、SNSを活用して大学の魅力発信を行うなど、オンライン化・デジタル化を進め、積極的に入
試広報活動を展開した。また、感染症対策を講じながら、オープンキャンパスをはじめ、大学見学受け入れ・出
前講義・高校訪問・進学相談会を実施した。
　今後続く18歳人口の減少を踏まえ、意欲ある学生の早期確保を図る方策を検討し、令和５年度から学校推薦型
選抜の募集人員を35名から40名に、一般選抜前期の募集人員を50名から45名に改めた。
　大学院では、令和元年度に博士前期課程・博士後期課程ともに一日集中型になるよう時間割を編成し、必修科
目やコースに応じて火・土曜日に授業を集中させた体制を構築した。新型コロナウイルス感染症流行下において
は、両課程とも必修科目、研究指導、研究計画書審査についてはオンラインにより行い、社会人学生にとって来
学する必要のない受講しやすい学習環境を構築した。更に、社会人の大学院就学の促進に向けた対策として、令
和５年度より博士後期課程の共通科目は土曜日等にオンラインを基本に開講することとした。
　令和６年度に博士前期課程に開講予定の助産師コースの申請準備と並行して博士前期課程の入学定員について
検討した結果、入学定員は15名のままとし、助産師コースの定員４名は15名の内数とした。
　今後は、文部科学省が示す指針、18歳人口減少の状況や、県内に令和５年度開設の看護学部、令和６年度開設
予定の看護大学の動向を注視し、必要に応じて学部の入学者選抜方法を検討する。また、大学院についても保健
医療福祉機関における看護体制状況等を把握しながら、定員数について検討する。
　全体としては中期計画の達成状況は良好となる見込みであると認識している。

法人による自己評価結果　　【学生の確保に関する計画】 評価区分

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　令和元年度に、博士前期課程・博士後期課
程ともに一日集中型になるよう時間割を編成
し、必修科目やコースに応じて火・土曜日に
授業を集中させた体制を構築した。新型コロ
ナウイルス感染症流行下において　、両課程
とも必修科目、研究指導、研究計画書審査に
ついてはオンラインにより行い、社会人学生
にとって来学する必要のない受講しやすい学
習環境を構築した。
　博士後期課程に進学していない学内教員に
進学意向調査を行い、その結果をもとに社会
人の大学院就学の促進に向けた対策を検討し
た結果、令和５年度より博士後期課程の共通
科目は土曜日等にオンラインを基本に開講す
ることとした。
　更に、令和４年度に、博士後期課程におい
て初めて学位取得者２名（両名とも社会人）
を輩出した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　博士前期課程・博士後期課程ともに必修科
目はオンラインにより行い、博士後期課程必
修科目は土日開講として社会人が受講しやす
い環境を展開する。また、遠隔授業の充実、
研究指導・研究論文審査に関してもオンライ
ンで行う。
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(ｱ)教育課程の充実に関する具体的方策

　学部の目標や教育理念を
踏まえたカリキュラムを編
成し、地域及び高度・専門
医療に対応した幅広い教育
を行う。

8 　看護学教育モデル・コア・
カリキュラムなど社会の動向
を踏まえた教育課程の見直し
を継続的に行う。

9 　教養科目と専門科目の有機
的なつながりを強化し、ディ
プロマポリシーを反映させた
カリキュラムポリシーに基づ
き教育課程を見直す。

(ｲ)教育方法・内容の充実に関する具体的方策

　学生が自ら学ぼうという
意欲を引き出し、能力を高
め、独創性を発揮できる効
果的な教育を実施するた
め、授業内容の工夫や指導
方法の改善を図る。

10 　入学初年次からの少人数教
育や課題解決型授業などの実
施により、アカデミックスキ
ルの修得を推進する。

11 　卒業までの学年別到達目標
の到達状況の調査・検討を通
して、教育方法・内容の工夫
と改善を継続的に行う。

ア
 
学
部

大項目１ 教育に関する事項

中期目標

　【中項目：(№2)教育の内容】

中期計画 業務実績

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　１～４年次生を対象に「学年別到達目標到
達度の自己評価」に関するアンケート調査を
学内ポータルサイトを用いて実施し、教育方
法・内容の工夫と改善を図るための指標とし
た。
　また、授業は対面を基本としたが、オンラ
インを併用し、新型コロナウイルス感染状況
によって柔軟に対応した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　学年別到達目標の到達状況を把握するアン
ケート調査を継続し、各科目や学年別の達成
度(成績評価等)を踏まえ、授業改善に活用す
る。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　令和４年度からの新カリキュラム運用に向
け、令和２・３年度にそれまでのカリキュラ
ムの内容及び運用状況の課題を明確化し、３
ポリシーを見直した。令和４年度から新カリ
キュラムの運用を始め、PDCAサイクルを循環
させるために、教員同士の意見交換会や新カ
リキュラム対象学生にアンケートを行い、新
カリキュラムを検証した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　新カリキュラムのPDCAを継続的に循環させ
る。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　カリキュラムポリシー及びディプロマポリ
シーを学生便覧に掲載するとともに、教務ガ
イダンスにおいて学生に両ポリシーの説明を
行った。また、学生の自己成長とベンチマー
クの確認を目的として、学年別到達目標到達
状況のアンケート調査を実施した。また、令
和４年度からの新カリキュラムに対応した
「ディプロマ・ポリシーの学年別到達目標」
を作成して運用した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　カリキュラムポリシー及びディプロマポリ
シーを学生便覧に明示するとともに、教務ガ
イダンスにおいて説明する。また、ディプロ
マポリシー到達度の学生自己評価を通して、
学生が自己成長を確認できるよう、学習成果
を可視化する方法を検討する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　１年次から少人数教育・専門科目・演習・
実習を組み込んだカリキュラムを実施すると
ともに、その充実に向けて検討を行い、学生
のアカデミックスキルの修得を推進した。
　感染防止対策を講じながら、少人数での学
内ゼミナールやグループワークを進めるため
の「ゼミ・グループワーク実施ガイドライ
ン」を作成して令和３年度から運用した。
　令和４年度の新カリキュラム運用に伴い、
効果的な教育方法や主体的な学習方法につい
て検討するため、新カリキュラム意見交換会
を実施した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　新カリキュラム導入における単位時間数の
改正に伴い、効果的な教育方法や主体的な学
習方法について、検討する。
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(ｳ)公正な成績評価の実施

　授業科目ごとの学習目
標、成績評価基準に基づ
き、達成度に応じた公正な
評価を行う。

12 　各科目の到達目標及び成績
評価方法・評価基準に基づ
き、達成度を公正かつ適切に
評価する。

(ｱ)教育課程の充実

　教員の専門分野を生かし
つつ新潟の特性を踏まえた
科目を設置するとともに、
高度な実践能力を有する看
護専門職者、看護管理者、
教育者及び研究者を養成す
る課程を充実させる。

13 　ディプロマポリシーを反映
させたカリキュラムポリシー
に基づき教育課程を見直す。

14 　高度な実践を提供できるが
ん看護、老年看護の専門看護
師（CNS）を養成する教育課
程を継続するとともに、ニー
ズに応じて他分野のCNS教育
課程の設置を検討する。

15 　他大学との単位互換につい
て検討する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　博士前期課程及び博士後期課程におけ
る教育課程の見直しを行い、論文博士学
位授与制度を創設した。
　大学院生に、より専門的・多角的な観
点からの博士論文指導を行うことを目的
として、大学院博士後期課程の専門分野
を７分野から４分野に集約し、令和６年
度から運用することとした。
　また、博士前期課程助産師コースの設
置に向けて準備を進めた。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　令和６年度に博士前期課程助産師コー
スを開設するとともに、博士前期課程及
び博士後期課程における教育課程の見直
しを行う。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　令和元年度、新潟県より受託した「専
門性の高い看護職員の育成検討会」にお
いて県内看護系大学のCNS教育課程の設置
状況等の調査を行い、状況を把握した。
令和２・３年度には、県内看護系大学が
専門性の高い看護職員の育成について意
見交換会を行った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　がん看護・老年看護の専門看護師
（CNS）を養成する教育課程を継続すると
ともに、令和６年度助産師コースの開設
に向けて準備を進める。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　令和２・３年度に、専門性の高い看護
職員の育成について看護系大学間で意見
交換会を行い、大学間の単位互換・合同
授業について、今後も継続して情報交換
を行っていくこととした。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　他大学、特に専門看護師教育課程を有
する大学とのオンラインを活用した単位
互換等を検討する。

イ
 
大
学
院

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　評価方法と評価基準のシラバスへの明
記、それに基づく評価の徹底を教員に周
知徹底するとともに、示した評価方法で
評価されているか検討した。
　また、成績疑義に関して申し合わせ事
項及び疑義照会のための様式を整備し
た。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　シラバスに各科目の明確な評価基準を
示し、その評価基準に則り公正に評価が
行われているかについて検討する。
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(ｲ)教育方法・内容の充実

16 　学生が高度な看護専門職
者、看護管理者、教育者及び
研究者を目指す意識を高める
ような教育・指導方法を検討
する。

(ｳ)公正な成績評価の実施

17

a
（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　医療・福祉分野における有識者を招聘
し、大学院セミナーを開催した。新型コ
ロナウイルス感染症流行下においては、
オンラインにより開催することで、大学
院生が参加しやすい環境を整え、専門的
知見の修得を促した。
　また、大学院生に論文発表や学会発
表、学部の講義や看護職等の研修会にお
ける講師としての参加等を促した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　大学院生の教育能力の向上に向けた講
義等を充実させる。また、大学院生に国
内外の学会や研修会に積極的に参加し、
研究発表やパネリストとして発表するこ
とを促す。
　大学院生を看護職等のリカレント教
育、地域住民の生涯教育等に参加させ、
指導者・教育者としての意識を高める。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　各科目の到達目標と成績評価基準をシ
ラバスに示した。博士前期課程及び博士
後期課程におけるシラバス及び成績評価
基準について見直しを行った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　博士前期・後期課程の領域分野の統合
等によりシラバスの見直しを行い、成績
評価基準を再度、明確にする。
　博士前期課程・博士後期課程における
研究計画書審査及び論文審査を基準に基
づき、厳正に行う。博士後期課程におけ
る専任教員審査基準を検討し、審査を行
う。

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）

法人による自己評価結果　　【教育の内容に関する計画】

　学部では、令和４年度からの新カリキュラム運用に向け、令和２・３年度にそれまでのカリキュラムの内容及
び運用状況の課題を明確化し、３ポリシーを見直した。令和４年度から新カリキュラムの運用を始め、PDCAサイ
クルを循環させるために、教員同士の意見交換会や新カリキュラム対象学生にアンケートを行い、新カリキュラ
ムを検証した。
　授業においては、新型コロナウイルス感染症に対応し、直ちにオンラインによる授業を開始するとともに、感
染状況に応じて早期の対面授業の再開や対面とオンラインによる授業の併用を行い、柔軟に対応した。
　大学院では、博士前期課程及び博士後期課程における教育課程の見直しを行い、論文博士学位授与制度を創設
した。
　大学院生に、より専門的・多角的な観点からの博士論文指導を行うことを目的として、大学院博士後期課程の
専門分野を７分野から４分野に集約し、令和６年度から運用することとした。
　また、博士前期課程助産師コースの設置に向けて準備を進めた。
　令和元年度、新潟県より受託した「専門性の高い看護職員の育成検討会」において県内看護系大学のCNS教育課
程の設置状況等の調査を行い、状況を把握した。令和２・３年度には、県内看護系大学が専門性の高い看護職員
の育成について意見交換会を行った。
　今後は、学年別到達目標の到達状況を把握するアンケート調査を継続し、各科目や学年別の達成度を踏まえ、
授業改善に活用する。
　全体としては、中期計画の達成状況は良好となる見込みであると認識している。

評価区分

　学生が自ら学ぼうという
意欲を引き出し、能力を高
め、独創性を発揮できる効
果的な教育を実施するた
め、授業内容の工夫や指導
方法の改善を図る。

　授業科目ごとの学習目
標、成績評価基準に基づ
き、達成度に応じた公正な
評価を行う.

　各科目の到達目標と成績評
価基準をシラバスに示すとと
もに、論文審査基準に基づ
き、厳正な認定を行う。

イ
 
大
学
院
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ア　教育体制の充実

　学部・大学院の教育内容
を充実させるため、学内の
教員相互や学外の関係機関
との連携による教育体制を
充実・強化する。
　また、意欲ある学生の希
望に応えられるよう実習先
の確保に努める。

18 　学内教員の教育・研究実
績を考慮するとともに、関
係機関との連携による非常
勤講師の活用などにより、
カリキュラムに対応した適
切な教育体制を整備する。

19 　臨地実習における十分な
指導体制の整備を図るた
め、学内の教員相互及び実
習施設等との連携体制を充
実させる。

20 　総合実習やCNS実習にお
いては、学生が希望する施
設で実習できるよう、実習
場所の充実を図る。

イ　学習環境の整備

　学生の学習意欲・効果を
高めるため、自習環境の充
実を図る。

21 　学生の学習意欲に応える
ことができるよう、自習室
や図書館の学習環境を整備
する。また、グループワー
クなどのアクティブラーニ
ングを実践できる環境を整
備する。

業務実績

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　看護実践現場で活躍する認定看護師・専門看護
師をはじめ、特定分野に精通した専門家を非常勤
講師として活用し、教育体制を整備した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　看護実践現場で活躍する認定看護師・専門看護
師及び特定分野に精通した専門家を非常勤講師と
して活用し、教育体制を整備する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　学生生活実態調査のアンケート結果及び学
生との意見交換会で寄せられた意見を踏ま
え、レセプションホール・自習室・図書館を
自習環境の観点から整備した。
　また、大学建物内ほぼ全域でWi-Fiを使用
できる環境を整備するとともに、飛散防止板
を設置するなど、新型コロナウイルス感染症
対策に配慮した学習環境を整備した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　学生生活実態調査及び意見交換会などによ
り学生のニーズの把握に努め、対応可能なも
のから整備を行う。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　実習施設の臨床講師・実習指導者と大学教
員の実習懇談会を実施した。また、看護師養
成校との実習に関する調整会議を開催し、学
生の実習配置の調整を行うとともに、実習に
おける感染予防対策に関する意見交換を行っ
た。実習指導者研修会を、対面・遠隔併用で
開催した。
　看護技術到達度リストにおける看護技術項
目の見直しを定期的に行い、実習の適正な到
達度評価を行った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　実習懇談会、実習調整会議、実習指導者研
修会を開催し、実習施設との連携体制の維
持・向上を図る。また、実習指導者研修会で
は、実習指導者及び教員の実習指導における
学習ニーズや、参加しやすい開催方法に配慮
しながら企画し、臨地実習の指導体制の継続
的な推進に繋げる。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　総合実習は、学生の希望調査をもとに実習
コースを調整し、感染症対策を講じた上で臨
地での実習を行った。また、より学生の希望
に添った実習配置が可能となるよう、実習施
設との調整やコースプログラムの新設を行っ
た。
　新カリキュラムにおいて、総合実習はパッ
ケージ化したコース別に展開することとし、
実習計画立案や実習場所の開拓などを行っ
た。
　大学院生のCNS実習は、新型コロナウイル
スの感染拡大を受けて、実施場所や実施時期
を変更するなど調整しながら実施した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　学生の希望に沿った専門領域・実習フィー
ルドでの実習が可能となるよう、学生の希望
調査をもとに実習配置を調整するとともに、
実習目標に適した実習施設の開拓を行う。ま
た、CNS実習において、実習目標の達成と学

大項目１ 教育に関する事項

中期目標 中期計画

　【中項目：(№3)教育の実施体制】
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22 　図書館の利用状況・形態
を検証し、利用者ニーズを
反映した館内環境の整備や
蔵書・資料の充実を図る。

ウ　教育活動の評価と改善に関する具体的方策

　教育の質の維持・向上の
ため、卒業生が就職してい
る医療機関等の評価を踏ま
えるなど、授業内容や教育
方法を改善するための取組
を充実させる。

23 　教育の質の維持並びに教
員の教育活動の向上のため
に、授業評価結果を教員に
フィードバックし、授業の
改善を図る。

24 　教員による相互評価や研
修の実施など授業内容・方
法を改善・向上させるため
の組織的な取組を充実す
る。

25 　卒業生の就職先と情報交
換を行い、授業内容や教育
方法の改善に向けて学内で
情報を共有する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　図書館の利用促進対策として、次の企画を
実施した。①書籍を通して患者への理解を深
め、学生が看護職として社会に出るための基
礎作りを目的とした「図書館のちからプロ
ジェクト」、②様々なジャンルの本を読むこ
とで、心理的ストレスの軽減に繋げる取り組
みとした「ブックセラピー」、③研究推進委
員会との合同企画として、研究能力向上と研
究助成金獲得のための図書を展示、④９月の
世界アルツハイマー月間に合わせた特別展示
「認知症を知ろう！」、⑤上越教育大学附属
図書館との蔵書交換展示、⑥図書館に親しん
でもらうためのイベントとした、完全予約制
の「謎解き脱出ゲーム」
　令和３年度に本学図書館、上越教育大学附
属図書館及び上越市立図書館と、図書館資料
の相互貸借や各所蔵資料の交換展示を行う等
により、地域の教育・文化活動の発展に資す
ることを目的とする協定を三者間で締結し、
令和４年度から事業を開始した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　利用統計を作成し、利用状況の比較分析を
行う。利用者ニーズに応えた蔵書・資料の整
備に努める。利用者ニーズに沿った連携事業
の充実に努める。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　科目ごとの授業評価アンケートを実施し、
結果を教授会で報告及び担当教員に還元し
た。
　授業評価アンケートの回収率向上のため、
アンケートへの協力依頼を学生・教員双方に
複数回行い、QRコード入りのポスター・チラ
シ等を作成し、入力フォームへのアクセスの
利便性を高めた。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　回答率の向上に向けて、全科目の回答率の
フィードバックを継続するとともに、学生・
教員双方が学務システムによる授業評価アン
ケートに適応できるよう周知する。また、学
務システムの移行による回答率への影響につ
いて、分析する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　求人訪問があった医療機関と情報交換し、
コロナ禍における看護教育についてのニーズ
を把握した。また、訪問時に許可を得て学生
へのメッセージ動画を撮影し、学内ポータル
サイト上で学生が情報の一つとして活用でき
るようにした。更に、本学卒業生が勤務する
実習施設において、実習指導者等から、本学
の教育に関するニーズを把握し、学内で共有
した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　卒業生の就職先と情報交換を行い、授業内
容や教育方法の改善に向けて学内で情報を共
有する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　大学のチームとしての教育力向上や効果的
なグループ学習の進め方等をテーマとしたFD
研修会を開催した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　授業方法、授業内容・展開に関する研修会
ならびに授業検討会の開催、及びFD通信発行
を継続する。
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a
（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）

法人による自己評価結果　　【教育の実施体制に関する計画】

　総合実習について、学生の希望調査をもとに実習コースを調整し、感染症対策を講じた上で臨地での実習を行っ
た。また、より学生の希望に添った実習配置が可能となるよう、実習施設との調整やコースプログラムの新設を
行った。
　新カリキュラムにおいて、総合実習はパッケージ化したコース別に展開することとし、実習計画立案や実習場所
の開拓などを行った。
　大学院生のCNS実習は、新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、実施場所や実施時期を変更するなど調整しな
がら実施した。
　実習施設の臨床講師・実習指導者と大学教員の実習懇談会を実施した。また、看護師養成校との実習に関する調
整会議を開催し、学生の実習配置の調整を行うとともに、実習における感染予防対策に関する意見交換を行った。
実習指導者研修会を、対面・遠隔併用で開催した。
　学生生活実態調査のアンケート結果及び学生との意見交換会で寄せられた意見を踏まえ、レセプションホール・
自習室・図書館を自習環境の観点から整備した。また、大学建物内ほぼ全域でWi-Fiを使用できる環境を整備する
とともに、飛散防止板を設置するなど、新型コロナウイルス感染症対策に配慮した学習環境を整備した。
　令和３年度に本学図書館、上越教育大学附属図書館及び上越市立図書館と、図書館資料の相互貸借や各所蔵資料
の交換展示を行う等により、地域の教育・文化活動の発展に資することを目的とする協定を三者間で締結し、令和
４年度から事業を開始した。
　学生の授業内容満足度（５段階評価の大学平均）は、毎年度目標値4.2点を上回り目標を達成した。
　引き続き、学生の希望に沿った専門領域・実習フィールドでの実習が可能となるよう、実習配置を調整するとと
もに、実習目標に適した実習施設の開拓を行う。また、CNS実習において、実習目標の達成と学生の希望を考慮し
た実習施設の確保に努め、指導体制を検討する。
　全体としては、中期計画の達成状況は良好となる見込みであると認識している。

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）

評価区分
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ア　学習支援

26 　担任制やオフィスアワーを
実施し、学習に関して相談で
きる体制を充実させる。

イ　生活支援

　学生が、心身ともに健
やかに学生生活を送るこ
とができるよう、経済面
や健康面での相談・支援
体制を充実させる。

27 　学生との意見交換会を開催
し、学生の意見を生活支援に
反映させる。

28 　学年担任・保健指導員・保
健師・心理カウンセラーによ
る相談・支援体制を充実させ
る。

29 　学生生活実態調査を実施し
て、学生が抱えている問題点
や悩みを明らかにし、改善の
資料とする。

大項目１ 教育に関する事項

　学習に関する疑問や悩
みを気軽に相談できる支
援体制を充実させる。

中期目標

　【中項目：(№4)学生への支援】
業務実績

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　学生との意見交換会を開催し、意見交換会で
の意見は担当部署で解決策を検討し、学生・教
職員に周知した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　学生との意見交換会を開催し、意見・課題に
ついて実行可能な解決策を検討し、改善へと繋
げる。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　新入生ガイダンスにおいて、保健室保健師と
心理カウンセラーの紹介と相談方法の周知を
行った。
　学年担任・保健指導員・保健室保健師・心理
カウンセラー・事務局による学生相談担当者会
議を年２回開催し、学生が抱える健康問題の傾
向を共有した。
　学内での感染症対策について考えてもらうた
めの機会として、学生に対して感染症予防を
テーマにしたポスターや標語、コロナ禍におけ
るおすすめ健康法等を募集し、応募作品につい
ては学内に掲示して感染症対策に係る啓発を
行った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　相談・支援体制について学生への周知を図る
とともに、学生相談担当者会議を開催し、問題
の共有と支援体制の整備を進める。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　令和元年度から１～３学年の学年担任を２人
から３人に増やし体制を強化した。学年担任は
クラスミーティングを適宜実施するとともに、
学生全員の個別面談を実施し、学習状況などに
ついて把握し、個々の学生に必要な指導を行っ
た。また、成績不振者については、教務委員会
と学年担任で情報共有し、継続的な学習支援を
行った。４年生はゼミ担当教員が中心となり、
進路相談を行うとともに、国家試験模試の成績
不振者に対して学習支援を行った。
　オフィスアワーを実施した。学生に気軽にオ
フィスアワーを活用してもらうため、各学年の
ガイダンスでの説明、年２回のオフィスアワー
キャンペーン、掲示板や学内放送での周知を
行った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　１～３学年の学年担任によるクラスミーティ
ング及び学生全員の個別面談を実施し、継続的
な学習支援を行う。４学年は各ゼミ担当教員に
よる学習支援を行い、４学年担任の配置につい
ては当該年度の学年の状況により検討する。ま
た、全学年を通して成績不良者への学習支援を
担任・ゼミ担当教員を通じて実施する。
　また、オフィスアワーをはじめ、教員の授業
リアクションペーパーや学内メール等、相談内
容に応じて学生が活用できる学習相談方法につ
いて周知を図る。

中期計画

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　全学年を対象に学生生活実態調査を実施し、
その結果を学生と教職員に周知するとともに、
明らかになった課題を学生との意見交換会で検
討し、学生支援や実行可能な解決策に繋げた。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　学生生活実態調査を全学年に実施し、必要な
支援及び実行可能な解決策に向けての基礎資料
として活用する。
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30 　就学のための経済的支援と
して、授業料等の減免や各種
奨学金制度の情報提供を行
い、利用促進を図る。

ウ　キャリア支援

　国家試験対策や資格認
定審査対策、就職・進学
支援に取り組み、国家試
験・資格認定審査合格率
及び進路決定率を向上さ
せる。
　就職支援にあたって
は、本県の看護職員不足
の状況を踏まえ、県内医
療機関等の情報を積極的
に提供するなど、県内就
職の促進に取り組む。

31 　学生の資格取得への意欲を
高めるために、国家試験模擬
試験を年間複数回実施し、
キャリアガイダンス及び先輩
看護師の講演会等を開催す
る。

32 　学生の円滑な就職や進学活
動を支援するため、就職ガイ
ダンスを開催するとともに、
同窓会と連携して卒業生と情
報交換が行える体制を整備す
る。また、行政機関や医療機
関等と連携・協力し、県内医
療機関の情報提供を積極的に
行うなど、県内就職の促進に
向けた取組を充実・強化す
る。

33 　専門看護師資格審査に合格
できるよう修了後の支援を行
う。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　就職活動の全国的な早まりや新型コロナウイ
ルス感染症の影響等を考慮し、各学年に対して
ガイダンスを毎年実施した。ガイダンスの事前
事後にアンケートを行い、学生のニーズを把握
して次年度に生かした。
　学生が看護職としてのキャリアを具体的に決
める時期となる２年生のキャリアガイダンスで
は、県内の医療機関等に就職している本学の卒
業生によるスピーチを聴き、質疑応答を行っ
た。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　学年別アンケート結果から就職や進学支援に
対するニーズを把握し、学年別に就職・進学に
関するガイダンス等を実施し、より円滑な就職
や進学活動の支援を行う。また、県内就職の促
進を図るため、県内から卒業生を積極的に就職
ガイダンス講師として招聘するとともに、医療
機関等と連携し、県内医療機関の情報提供を積
極的に実施する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　大学院修了生(専門看護師資格審査受験者)に
対して勉強会等を開催して支援し、次のとおり
専門看護師認定審査に合格した。
　令和元年度：老人看護１名
　令和２年度：老人看護２名
　令和３年度：がん看護２名
　令和４年度：がん看護２名、老人看護２名

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　専門看護師資格審査の合格に向けて、オンラ
イン等を活用して修了生を指導・支援する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　看護師及び保健師国家試験対策として、系統
的に25回に及ぶ講義を対面やオンラインにより
実施した。また、多角的な視点で対応できるよ
う、複数の模試業者による保健師・助産師・看
護師国家試験模試を実施した。模試の結果を参
考にしながら学生の学習状況を把握し、ゼミ担
当教員と国家試験対策委員が連携しながら学習
指導を行った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　引き続き国家試験対策としての講義や模試を
実施するほか、卒業生の就職先と情報交換を行
い、授業内容や教育方法の改善に向けて学内で
情報を共有する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　本学の授業料減免制度及び高等教育の修学支
援制度による授業料減免や各種奨学金制度等の
情報について、年度初めのガイダンスや掲示等
で広く周知するとともに、随時個別の説明・相
談等を行った。
　また、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り困窮した学生に対して実施される日本学生支
援機構の奨学金や緊急給付金について、学生へ
情報提供を行った。令和２年度には本学独自措
置として、前期授業料納付期限延長及び３年次
生を対象とした助成金給付を行った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　授業料減免や各種奨学金制度等に関する情報
提供を幅広く行うとともに、個別の相談におい
ても随時対応し、就学のための経済的支援制度
の利用促進を進める。
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エ　卒業・修了後の支援

　卒業生及び修了生が長
期にわたって指導、アド
バイスが受けられるよう
な体制づくりを進めると
ともに、医療機関等との
情報交換を緊密に行うな
ど、Ｕターン者等の県内
就職の促進に向けた取組
を行う。

34 　卒業生及び修了生の就職・
進路状況の把握に努めつつ、
スキルアップやUターン者等
の就職促進のための支援体制
を構築する。

35 　卒業生及び修了生にも対応
できる教育・研修・研究プロ
グラムの開発に取り組む。

a
（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　卒業生や修了生からの相談体制について、
ホームペ－ジ等で周知を図った。
　令和２年度、大学院修了生による「修了生
ネットワーク」の設立に関して遠隔操作による
発起人会開催まで支援し、令和３年度には「修
了生ネットワーク第１回総会」開催まで支援し
た。また、修了生に対してこの会への入会を呼
びかけた。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　卒業生については、卒業後も本学の教職員と
個別に相談できることを卒業時やホームページ
により、継続して周知する。同窓会と連携し、
支援に関する検討を継続する。修了生について
は、本学大学院修了生ネットワークが円滑に機
能するよう、支援を求められた場合に対応す
る。

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）

法人による自己評価結果　　【学生への支援に関する計画】

　令和元年度から１～３学年の学年担任を２人から３人に増やし、学生全員の個別面談・学習状況の把握等を行
うなど体制を強化した。また、成績不振者に対して、継続的な学習支援を行った。４年生はゼミ担当教員が中心
となり、進路相談を行うとともに、国家試験模試の成績不振者に対して学習支援を行った。
　本学の授業料減免制度及び高等教育の修学支援制度による授業料減免や各種奨学金制度等の情報について、ガ
イダンスや掲示等で広く周知するとともに、随時個別の説明・相談等を行った。また、新型コロナウイルス感染
症の影響により困窮した学生に対して実施される日本学生支援機構の奨学金や緊急給付金について、学生へ情報
提供を行った。令和２年度には本学独自措置として、前期授業料納付期限延長及び３年次生を対象とした助成金
給付を行った。
　キャリア支援については、国家試験対策講義や学習指導を重ねた結果、看護師・助産師国家試験は常に全国平
均を上回る合格率であった。特に助産師国家試験については、毎年度（第１期中期目標期間当初から、10年連
続）合格率100％を達成した。
　大学院修了生(専門看護師資格審査受験者)に対して勉強会等を開催して支援し、４年間で老人看護５名及びが
ん看護４名が専門看護師認定審査に合格した。
　令和２年度は大学院修了生による「修了生ネットワーク」の設立に関して発起人会開催まで、令和３年度には
「第１回総会」の開催まで、それぞれ支援した。
　今後も、綿密な国家試験対策の講義や模試を実施するほか、学年別の就職・進学に関するガイダンス等によ
り、円滑な就職や進学活動の支援を継続する。
　全体としては、中期計画の達成状況は良好となる見込みであると認識している。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　看護職向けの公開講座及び研修会・専門看護
師の実践発表会を、対面やオンラインにより開
催した。
　卒業生や修了生の学習ニーズを、卒業生は同
窓会を通じて、修了生へは修了生ネットワーク
を通じて把握した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　卒業生や修了生の学習ニーズ調査の結果に基
づいた研修企画について、検討する。また、調
査結果及び企画の検証内容を次年度の企画に反
映させる。
　また、修了生や学生に、大学院生特別セミ
ナー及び専門看護師実践報告会等への参加を促
す。

評価区分
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ア　研究活動の方向性に関する具体的方策

　地域に根ざした研究拠点
として、地域課題に対応し
た水準の高い研究を実施
し、本県における保健・医
療・福祉の向上と学術研究
の発展に寄与する。

36 　保健・医療・福祉及び看護
学教育に関する先駆的課題を
テーマとし、研究倫理を踏ま
えて研究に取り組み、その研
究成果を論文や紀要、シンポ
ジウム及び研究誌等の発行に
より積極的に学外へ発表す
る。

37 　質の高い論文の発表に努め
る。

イ　研究水準の向上に関する具体的方策

　研究活動やその成果につ
いての評価を行い、研究活
動の改善や研究水準の向上
に取り組む。

38 　研究成果を学内評価基準に
基づき適正に評価するととも
に、外部評価を定期的に実施
する。

39 　研究水準を向上させるた
め、大学における研究発表会
を開催する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　毎年度、学内共同研究助成を受けた研究課
題の成果発表会を開催した。また、国内外の
研究者との共同研究の促進を図るべく、教員
に対してResearchmap（科学技術振興機構によ
る研究者データベース）への登録を促し、令
和４年度から本学HP上の教員紹介ページから
Researchmap上の個人ページへリンクできるよ
うにした。
　さらに、大学院生・学部生・教員に対し
て、令和３・４年度に本学で開催された学会
への参加を促した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　大学における研究の活性化、研究水準の向
上に向け、学内発表会を開催し、教員だけで
なく大学院生にも参加を促すことで、本学全
体の研究水準の向上を目指す。

大項目２ 研究に関する事項

中期目標

　【中項目：(№5)研究水準及び成果等】

中期計画 業務実績

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　定期的（年１回）に新潟県立看護大学紀要
を発刊した。
　また、投稿者の立場で執筆要領を整えると
ともに、投稿者・査読者・紀要委員会三者の
共通理解と過度の負担軽減のため、新潟県立
看護大学紀要投稿要項と新潟県立看護大学紀
要査読要項を見直し改正した。
　
【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　新潟県立看護大学紀要第13巻、第14巻を発
行する。
　本学教員の研究活動について、一般社会及
び国内外の研究者に向けてさらなる情報発信
を促す。また、英語論文投稿支援制度につい
て、利用状況に基づき必要に応じて改善を図
る。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　R.P.C.（Research Proposal Consultation)
を通して教員が研究計画立案と洗練に向け個
別指導を受ける機会を提供した。また、
R.P.C. CAFÉを開催し、若手の教員が研究計画
立案や研究への取り組み方における問題点を
洗い出し、それらに対する助言やディスカッ
ションが行われた。参加した若手教員にアン
ケートを行った結果、高い満足度を示してい
た。更には科研費を獲得している学内の教員
を講師としたオンライン研修会「優れた研究
計画書の作成」を各年開催し、多くの教員の
参加があった。
　文部科学省科学研究費助成金申請に関する
説明会の代替として、オンラインでの資料閲
覧環境を整備した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　本学教員の研究遂行や論文作成に対して適
切な支援を行う。また、本学教員の研究活動
について、一般社会及び国内外の研究者に向
けて、さらなる情報発信を促す。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　教員評価システムに基づき、毎年度教員の
研究業績評価を行った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　本学における教育水準の向上を図るため
に、教員業績評価基準に基づいて、年度ごと
に教員業績について評価を実施する。
　令和６年度が大学教育質保証・評価セン
ターによる認証評価受審年度のため、令和５
年度にはポートフォリオを作成、令和６年度
には書面評価及び実地調査を受審する。
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40 　国内のみならず海外にも発
表できるよう質の高い論文作
成に向けた学修機会を教員に
提供する｡

b
（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）
　定期的（年１回）に新潟県立看護大学紀要を発刊した。
　定期的にR.P.C.を通して教員が研究計画立案と洗練に向け個別指導を受ける機会を提供し、応募者は指導を受
けた。また、R.P.C. CAFÉにおいて、若手の教員が研究計画立案や研究への取り組み方における問題点を洗い出
し、それらに対する助言やディスカッションを受けられる機会を提供した。
　国内外の研究者との共同研究の促進を図るべく、教員に対してResearchmap（科学技術振興機構による研究者
データベース）への登録を促し、令和４年度から本学HP上の個人のページからResearchmap上の個人ページへリン
クできるようにした。
　令和元年度に教員を対象に実施したアンケート調査のニーズ結果を踏まえて、英語論文作成のサポートを図る
ため、本学英語教員と協議を重ね、令和４年度に英語論文投稿支援制度を立ち上げ、運用を開始し支援を行っ
た。
　「論文の被引用件数」は、毎年度目標値33件を上回り、令和３年度は100件、令和４年度は91件と高水準を維持
した。
　全体として中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みであると認識している。

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　定期的にR.P.C.を通して教員が研究計画立
案と洗練に向け個別指導を受ける機会を提供
し、応募者は指導を受けた。また、R.P.C.
CAFÉにおいて、若手の教員が研究計画立案や
研究への取り組み方における問題点を洗い出
し、それらに対する助言やディスカッション
を受けられる機会を提供した。更に、令和元
年度に教員を対象に実施したアンケート調査
のニーズ結果を踏まえて、英語論文作成のサ
ポートを図るため、本学英語教員と協議を重
ね、令和４年度に英語論文投稿支援制度を立
ち上げ、運用を開始し支援を行った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　若手教員を対象として研究遂行や論文作成
の助言を受ける機会を提供する。また、英語
論文投稿支援制度をより洗練させ、英語論文
作成をサポートする。

評価区分法人による自己評価結果　【研究水準及び成果等に関する計画】
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ア　研究環境の整備

　研究活動を活性化し、効
果的に実施するため、研究
資金の確保や研究支援体制
を充実・強化する。

41 　科学研究費などの外的資金
を獲得できるよう、情報を集
めそれを適切に教員に提供す
る。

42 　研究活動の活性化、効率化
を図るため、教員のニーズを
把握し、研究環境を整備す
る。

イ　研究成果のデータベース化とその活用

43 　大学リポジトリを充実さ
せ、インターネットや広報誌
等を通じて社会に提供する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　令和元年度に行った研究環境の改善に向け
たニーズ調査の結果を受けて、データ分析や
英語論文執筆のサポート体制の構築を目指し
た。本学英語教員と協議を重ね、令和４年度
に英語論文投稿支援制度を立ち上げ、10月か
ら支援を開始した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　若手教員を対象として研究遂行や論文作成
の助言を受ける機会を提供する。また、英語
論文投稿支援制度をより洗練させ、英語論文
作成をサポートする。

　【中項目：(№6)研究実施体制の整備等】

中期目標 中期計画 業務実績

　研究成果を全学的に集積
し、データベース化して社
会に還元するシステムを充
実・強化する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　大学リポジトリのアクセス件数を毎月算出
し、情報を共有した。大学及び図書館のホー
ムページにリポジトリのバナーを設け、アク
セスに関する利便性を高めた。また、大学リ
ポジトリに関して、図書館広報誌で学内外に
周知した結果、リポジトリ閲覧件数は増加し
た。
　　令和元年度　　20,064件
　　令和２年度　　22,298件
　　令和３年度　　34,121件
　　令和４年度　　24,716件
　リポジトリへの登録を全教員に呼び掛け、
学会誌に論文を発表した教員に対しては個別
に登録を依頼した結果、学術論文の登録数を
増やし、令和４年度までに累計62件(平成30年
度時点で累計40件)となった。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　利用統計を作成し、周知を継続する。教員
及び修了生へのリポジトリ登録周知を継続す
る。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　科研費などの外的資金に関する情報収集や
教員への説明会を行い、申請数や採択率に関
する情報や獲得に資する情報を教員に提供し
た。
　科研費採択数や採択率の向上においては、
国内外の研究者との共同研究を促進すること
が重要であることから、各教員にResearchmap
への登録推進と記載内容の一層の充実を促
し、令和４年度から本学ホームページの教員
紹介のページからResearchmapにリンクできる
ようにした。
　外部研究資金申請可能者の申請率は毎年度
80％を超え、高い数値を維持した。
　　令和元年度　88.9％
　　令和２年度　81.3％
　　令和３年度　86.4％
　　令和４年度　85.0％
　科学研究費の助成に関する情報収集のた
め、新潟大学URAによる科研費採択に向けたオ
ンラインセミナーに１か月間参加できるよう
にし、教員に提供した。ウェブアンケートを
実施した結果、教員から高い満足度と同様の
セミナーへの高い関心がうかがえた。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　科研費などの外的資金に関する情報収集や
教員への説明会を行い、申請数や採択率に関
する情報を教員に周知することによって、研
究費申請数や申請率の向上を図る。
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a
（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）

法人による自己評価結果 【研究実施体制の整備等に関する計画】 評価区分

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）

　科研費採択数や採択率の向上においては、国内外の研究者との共同研究を促進することが重要であることか
ら、各教員にResearchmapへの登録推進と記載内容の一層の充実を促し、令和４年度から本学ホームページの教員
紹介のページからResearchmapにリンクできるようにした。
　科学研究費の助成に関する情報収集のため、新潟大学URAによる科研費採択に向けたオンラインセミナーに１か
月間参加できるようにし、教員に提供した。ウェブアンケートを実施した結果、教員から高い満足度と同様のセ
ミナーへの高い関心がうかがえた。
　外部研究資金申請可能者の申請率は毎年度80％を超え、高い数値を維持した。
　令和元年度に行った研究環境の改善に向けたニーズ調査の結果を受けて、データ分析や英語論文執筆のサポー
ト体制の構築を目指した。本学英語教員と協議を重ね、令和４年度に英語論文投稿支援制度を立ち上げ、10月か
ら支援を開始した。
　「外部研究資金獲得件数」は、毎年度目標値を上回り達成した。
　引き続き、科研費などの外的資金に関する情報収集や教員への説明会を行い、申請数や採択率に関する情報を
教員に周知することによって、研究費申請数や申請率の向上を図る。
　全体としては中期計画の達成状況は良好となる見込みであると認識している。
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ni ア　地域住民等との交流促進

　地域に開かれた大学とし
て、大学施設の開放や学外
者が参加可能な行事、生涯
学習等を実施し、地域住民
等との交流促進に取り組
む。

44 　地域住民との交流を図るた
め、地域のイベント等の会場
として大学施設を開放すると
ともに図書館の一般開放を広
く進める。また、大学行事へ
の地域住民の参加を促進する
とともに町内会、福祉施設と
学生サークル等の交流を支援
する。

45 　時代の要請に応じた生涯教
育プログラムを提供する。

イ　地域課題への対応

46 　地域が抱える課題解決のた
め、研究体制を充実させると
ともに、看護研究交流セン
ターの地域課題研究及び特別
研究の成果を広く周知し、積
極的に地域へ還元させる。

大項目３ 地域貢献・国際交流に関する事項

中期目標

　新潟県における看護学教
育・研究の中核機関とし
て、地域が抱える課題解決
のため、研究体制を充実さ
せるとともに、研究成果を
積極的に県内全域へ還元さ
せる。

中期計画

　【中項目：(№7)地域社会ニーズへの対応】

業務実績

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　地域社会の要請に応え、大学施設の開放に
努めた。令和２年度は新型コロナウイルス感
染症拡大防止の観点から大学施設の開放を控
えたが、令和３年度から感染症対策を申請者
に求めた上で施設開放を再開した。
　本学グラウンドを県ドクターヘリ及び防災
ヘリの着陸場所として提供した。
　上越市の要請に応え、大学施設を災害時の
避難所として提供した。令和２年度には、学
内に滞在する学生が使用するスペースを確保
した上で、コロナウイルス感染症対策に配慮
した避難所スペースを倍増した。
　令和３年度から感染症対策を十分行った上
で、上越市等と連携した認知症サポーター養
成講座やこども食堂のボランティアを行う学
生サークルの活動再開を支援した。
　また、令和３年度には、学生に対してワク
チン接種にかかる協力要請が上越市・妙高市
からあり、両市合わせて延べ500名程度の学生
がワクチン接種会場において来場者の誘導・
衣服着脱介助等に従事し、地域に貢献した。
　令和４年度には、上越保健所の協力要請に
応え、新型コロナウイルス感染症に係る電話
相談業務に、本学学生が従事した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　地域のイベント等の会場として大学施設を
開放する。また、地域住民等との交流促進に
向け、感染症対策を考慮した上で、各種事業
に積極的に取り組む。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　新型コロナウイルス感染防止に配慮した上
で、出前講座・市民公開講座・いきいきサロ
ン・上越教育大学との連携講座を開催した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　出前講座及びいきいきサロンの実施によ
り、地域住民の生涯学習を支援する。いきい
きサロンは、アンケート結果を基に、地域住
民のニーズに合った企画の検討・実施に取り
組む。また、上越教育大学と連携して市民や
保健医療従事者向けの生涯学習プログラムを
提供する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　令和元年度に県内看護職（層化無作為抽出
法による1,000名）を対象として、本学看護研
究交流センターに望む看護職の学習支援ニー
ズ調査を実施し、結果について分析を進め
た。その中で、県内における看護職が抱える
課題について検討を行い、令和４年度の看護
職学習支援公開講座に反映させた。
　本学の特別研究員である研究者が所属する
保健医療福祉機関の課題解決に向けて、研究
助成を行うとともに、取り組んだ研究成果
を、地域課題研究発表会において公開し、地
域に還元した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　県内の保健医療福祉機関で働く看護職が抱
える課題について、特別研究を実施し、その
結果を関係する部門の支援内容に反映させ
る。また、本学の特別研究員である研究者が
所属する保健医療福祉機関の課題解決に向け
て、研究助成を行うとともに、取り組んだ研
究成果を、地域課題研究発表会において積極
的に公開し地域へ還元する。
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ウ　看護職へのリカレント教育の充実

　地域に看護人材等を供給
するため、潜在看護師をは
じめとした看護職者や福
祉・介護職者に対するリカ
レント教育を充実・強化さ
せる。

47 　地域に看護人材等を供給す
るため、インターネットなど
を活用して、学び直しやスキ
ルアップの機会を広く提供
し、潜在看護師をはじめとし
た看護職者や福祉・介護職者
に対するリカレント教育を充
実・強化させる。

48 　認定看護師の養成について
県福祉保健部と連携して検討
する。

a
（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　地域の看護職や潜在看護師の資質向上のた
め、看護職学習支援公開講座を開催した。新
型コロナウイルス感染症対策を考慮し、令和
３年度からはオンラインにより開催した。令
和元年度に実施した看護職学習支援ニーズの
結果等を踏まえ、令和４年度にはニーズの高
かった「看護研究支援」「感染対策」「退院
支援」に関する看護職学習支援公開講座７
コースを実施した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　県内の保健医療福祉機関や行政機関で働く
看護職・介護職及び潜在看護師・介護職への
学習支援として、公開講座を企画・実施す
る。看護職へのリカレント教育を推進するた
め、どこでもカレッジプロジェクトの検討・
改良に取り組む。

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）

　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から令和２年度に大学施設の開放を控えたが、令和３年度から感染
症対策を申請者に求めた上で施設開放を再開した。
　令和３年度から感染症対策を十分行った上で、上越市等と連携した認知症サポーター養成講座やこども食堂の
ボランティアを行う学生サークルの活動再開を支援した。
　令和２年度には、学内に滞在する学生が使用するスペースを確保した上で、コロナウイルス感染症対策に配慮
した避難所スペースを倍増した。
　令和３年度には、学生に対してワクチン接種にかかる協力要請が上越市・妙高市からあり、両市合わせて延べ
500名程度の学生がワクチン接種会場において来場者の誘導・衣服着脱介助等に従事し、地域に貢献した。また、
令和４年度には、上越保健所の協力要請に応え、新型コロナウイルス感染症に係る電話相談業務に、本学学生が
従事した。
　新型コロナウイルス感染症対策を考慮し、令和３年度からは看護職学習支援公開講座をオンラインにより開催
した。令和元年度に実施した看護職学習支援ニーズの結果を踏まえ、ニーズの高かった看護職学習支援公開講座
を開催した。
　令和元年度に新潟県福祉保健部からの受託で、「専門性の高い看護職員の育成検討会」を県内大学を代表して
主催し、県への提言を行った。令和４年度、新潟県内における専門看護師のネットワーク化を目指し、県内に勤
務する各専門分野専門看護師の代表者による意見交換の場を設けた。さらに、県内の専門看護師に案内を行い、
専門看護師フォローアップ研修を実施して専門看護師の役割開発及び専門看護師ネットワーク作りに関して意見
交換を行った。
　「マスメディアに取り上げられた件数」は、毎年度目標値を上回り達成している。
　今後は、地域住民等との交流促進に向け、感染症対策を考慮した上で、各種事業に積極的に取り組む。また、
県内の保健医療福祉機関で働く看護職が抱える課題について、特別研究を実施し、その結果を支援内容に反映さ
せる。
　全体的には、中期計画の達成状況は良好となる見込みであると認識している。

法人による自己評価結果 【地域社会ニーズへの対応に関する計画】 評価区分

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　令和元年度に新潟県福祉保健部からの受託
で、「専門性の高い看護職員の育成検討会」
を県内大学を代表して主催し、県への提言を
行った。専門性の高い看護職員育成につい
て、行政、県内の看護系大学、医療機関、県
看護協会等の関係機関が協調しながら検討
し、専門医看護師・認定看護師・特定行為研
修終了した看護師の３資格を網羅的に検討す
る取組を主導した。
　なお、提言後の各機関の役割について、県
福祉保健部・県看護協会・本学の三者で定期
的に意見交換を行った。
　令和４年度、新潟県内における専門看護師
のネットワーク化を目指し、県内に勤務する
各専門分野専門看護師の代表者による意見交
換の場を設けた。さらに、県内の専門看護師
に案内を行い、専門看護師フォローアップ研
修を実施して専門看護師の役割開発及び専門
看護師ネットワーク作りに関して意見交換を
行った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　認定看護師及び専門看護師の養成につい
て、県福祉保健部と連携して検討する。
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　県内で提供されている看
護サービスの質的向上を図
るため、保健・医療・福祉
機関等のニーズに対応した
支援を行う。

49 　県内で提供されている看護
サービスの質的向上を図るた
め、看護研究発表会等を通じ
て、保健・医療・福祉機関等
のニーズに対応した支援を行
う。

イ　県との連携

50 　県、市町村の要請に応じて
審議会・委員会等へ教員を参
加させ、政策提言を行うとと
もに、県福祉保健部、病院局
と定期的に意見交換を行っ
て、看護政策の形成に寄与す
る。

ウ　教育現場との連携

51 　県内高等学校への情報発信
を積極的に行うとともに、出
前講座や模擬講義を積極的に
行う。

エ　人事交流の推進

52 　新潟県病院局等と協定を締
結し、人事交流を推進する。

53 　現役看護職者を非常勤講師
として活用するとともに、本
学の教員を看護現場に派遣
し、研究成果を還元する。

　【中項目：(№8)地域社会との連携】

中期計画

大項目３ 地域貢献・国際交流に関する事項

中期目標

ni

ア　医療機関等との連携

　県における政策形成を積
極的に支援するとともに、
大学が有する資源や教育研
究活動を活用して、県の看
護行政の推進に寄与する。

業務実績

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　上越地域における看護の連携と質の向上を図
るため、地域課題研究発表会及び上越地域看護
研究発表会を毎年度（令和２年度を除く）開催
した。新型コロナウイルス感染症に対応し、会
場参加とオンラインを併用し、二会場において
同時に発表会を進める等、工夫を講じながら実
施した。

【令和５年度～令和年度の取組予定】
　県内で提供されている看護サービスの質向上
を図るため、地域課題研究や上越地域看護研究
における研究支援の充実を図るとともにこれら
の発表会を通じて、県内の保健医療行政との連
携強化を図る。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　行政機関や各種団体の審議会、委員会の委員
として、要請に応じて積極的に本学教員が参加
した。
　また、県の福祉保健部や総務部と大学運営等
に関して実務的な意見交換を行った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　行政等の要請に応じて審議会・委員会等へ教
員を参加させ、提言を行う。また、県総務部、
福祉保健部、病院局と意見交換を行うなど、看
護政策の形成に寄与する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　企業主催の大学説明会への参加、高校訪問、
出前授業を積極的に行うとともに、中学校・高
校の大学見学を積極的に受け入れた。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　高校訪問は長野県北部の高校を中心に県外の
訪問校を増やしていく。

　看護現場で起きている現
実の課題を教育研究や行政
施策に反映させるため、
国、県等の関係機関との人
事交流を推進する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　県病院局との人事交流の一環として、臨床経
験を持つ現役看護師を基礎看護学領域の教員と
して採用した。（２年契約で、令和４年度まで
に延べ２名採用）

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　引き続き県病院局と調整しながら、人事交流
の一環として、臨床経験を持つ現役看護師を教
員として活用する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　県立病院をはじめとする臨床現場で活躍する
現役看護師を非常勤講師として採用した。
　県立中央病院に月４回程度本学の教員を派遣
し、教育アドバイザーとして看護部の教育・研
修活動に関して指導・助言を行った。また、魚
沼基幹病院に月１回程度本学の教員を派遣し、
特任教育コーディネーターとして看護師教育に
関して指導・助言を行った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　現役看護職者を非常勤講師として活用すると
ともに、本学の教員を看護現場に派遣し、看護
師教育に関して指導・助言を行う。

　高校生等の学習意欲の喚
起や進路選択に資するた
め、県内高等学校等との連
携を推進する。
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a
（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）
 　上越地域における看護の連携と質の向上を図るため、地域課題研究発表会及び上越地域看護研究発表会を毎年
度（令和２年度を除く）開催した。新型コロナウイルス感染症に対応し、会場参加とオンラインを併用し、二会
場において同時に発表会を進める等、工夫を講じながら実施した。
　県立中央病院に月４回程度本学の教員を派遣し、教育アドバイザーとして看護部の教育・研修活動に関して指
導・助言を行った。また、魚沼基幹病院に月１回程度本学の教員を派遣し、特任教育コーディネーターとして看
護師教育に関して指導・助言を行った。
　行政機関や各種団体の審議会、委員会の委員として、要請に応じて積極的に本学教員が参加した。
　企業主催の大学説明会への参加、高校訪問、出前授業を積極的に行うとともに、中学校・高校の大学見学を積
極的に受け入れた。
　県病院局との人事交流の一環として、臨床経験を持つ現役看護師を基礎看護学領域の教員として採用した。
「臨床現場・行政機関と人事交流を行う人数（２年以上の者）」は、令和４年度までに２人と、着実に目標値
（３人）達成に向かっている。
　県立病院をはじめとする臨床現場で活躍する現役看護師を非常勤講師として採用した。また、県立中央病院及
び魚沼基幹病院に定期的に教員を派遣し、教育アドバイザーまたは特任教育コーディネーターとして、看護部の
教育・研修活動・看護師教育等に関して指導・助言を行った。
　引き続き、様々な事業等を通して地域社会との連携に取り組んでいく。
　全体としては、中期計画の達成状況は良好となる見込みであると認識している。

法人による自己評価結果 【地域社会との連携に関する計画】 評価区分

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）
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　世界水準の研究活動の推
進と国際的な視野を持って
活躍できる看護人材を育成
するため、海外の大学等と
の相互交流を推進する。

54 　海外の大学や医療機関など
の研究者等による国際的な
テーマの講座や講義など研究
水準の向上や国際的な視野を
養える国際交流事業を実施す
る。

55 　海外大学との更なる交流協
定締結を目指すとともに、学
生及び教員の国際交流を促進
させる。

a
（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）

　【中項目：(№9)国際交流】

法人による自己評価結果 【国際交流に関する計画】 評価区分

　国際的な視野を養う事業として、毎年度、経験者・有識者を招聘し、国際交流セミナーを開催した。
　令和元年度にマレーシアで国際アルツハイマー病協会によるアジア太平洋地域会議が開催され、学生２名と引
率教員１名が参加した。認知症に関わる情報交換が行われ、学生も日本の若者の認知症に関わる取組を発表し
た。
　コロナ禍において、ニュージーランド看護研修の代替企画として、令和３年度には臨床看護英会話を用いた看
護実技のシュミレーション演習を行い、２名の外国籍住民の協力を得て学生２名が入院生活の心配事に心を寄せ
ながらコミュニケーションを図るための工夫を学んだ。令和４年度にはクライストチャーチ工科大学（Ara）とオ
ンライン交流会を行い、学生２名が新型コロナウイルスパンデミック以降の学びの状況についてプレゼンテー
ションを行い、コロナ禍においてお互いの国の状況について理解を深めた。
　令和４年度、Araとの国際交流協定に基づく２週間のニュージ－ランド看護研修を実施した。５回の事前研修を
経て、学生５名と引率教員１名が渡航し、Araを拠点に看護英語クラス受講、保健医療施設見学、看護学演習参
加、ホームステイ等を行った。
　今後は、Araとの国際交流協定に基づく現地研修の持続可能性の向上を目指し、現プログラム及び危機管理対策
の評価・修正を図る。また、地域国際交流活動への学生・教員の参画を促進するための方策を具体化する。
　全体としては中期計画の達成状況は良好となる見込みであると認識している。

中期目標 中期計画 業務実績

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　国際的な視野を養う事業として、毎年度、経
験者・有識者を招聘し、国際交流セミナーを開
催した。
　R元：「アフリカブルキナファソ国における
学校保健活動に関する講演会」
　R２：「青年海外協力隊における助産師活動
in Ghana」
　R３：「国内外における最新のCOVID-19対策
の動向と見通し」
　R４：「世界に羽ばたいた先輩たち」「日本
語でのやりとりが困難な外国籍住民への医療支
援・サポート」

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　国際交流の意識醸成を目的に、学生及び教職
員を対象とする国際交流事業を実施する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　令和元年度にマレーシアで国際アルツハイ
マー病協会によるアジア太平洋地域会議が開催
され、学生２名と引率教員１名が参加した。認
知症に関わる情報交換が行われ、学生も日本の
若者の認知症に関わる取組を発表した。
　ニュージーランド看護研修については、新型
コロナウイルス感染症の蔓延に伴い令和元～３
年度は中止を余儀なくされた。その代替企画と
して、令和３年度には臨床看護英会話を用いた
看護実技のシミュレーション演習を行い、２名
の外国籍住民の協力を得て学生２名が入院生活
の心配事に心を寄せながらコミュニケーション
を図るための工夫を学んだ。令和４年度にはク
ライストチャーチ工科大学（Ara）とオンライ
ン交流会を行い、学生２名が新型コロナウイル
スパンデミック以降の学びの状況についてプレ
ゼンテーションを行い、コロナ禍においてお互
いの国の状況について理解を深めた。
　令和４年度、Araとの国際交流協定に基づく
２週間のニュージ－ランド看護研修を実施し
た。５回の事前研修を経て、学生５名と引率教
員１名が渡航し、Araを拠点に看護英語クラス
受講、保健医療施設見学、看護学演習参加、
ホームステイ等を行った。
　地域における国際交流活動の示唆を得ること
及び交流の促進を図ることを目的に、本学と協
力関係にある上越国際交流協会及び上越教育大
学留学生支援センターが開催する交流会に教職
員が定期的に参加した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　Araとの国際交流協定に基づく現地研修の持
続可能性の向上を目指し、現プログラム及び危
機管理対策の評価・修正を図る。地域国際交流
活動への学生・教員の参画を促進するための方
策を具体化する。
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大項目４ 業務運営の改善及び効率化に関する事項

(1)効率的で機動的な組織運営体制の構築

　理事長（学長）のリー
ダーシップのもと、自主
的・自律的な経営を基本
に、単科大学のメリットを
生かした効率的で機動的な
組織運営を行う。

56 　単科大学のメリットを生か
して、役員会や審議機関、教
授会、事務局等の役割分担を
継続的に見直しながら、理事
長のリーダーシップのもと効
率的で機動的な組織運営を行
う。

57 　大学間の競争に対応するた
め、高校生や社会のニーズを
的確に把握し、将来を見据え
た戦略的な大学運営に反映さ
せる。

(2)戦略的な法人運営の確立

　大学間競争、地域間競争
に対応していくため、将来
を見据えた戦略的で効率的
な経営を行う。

58 　理事や経営審議会委員等に
学外有識者を登用し、外部の
意見を積極的に取り入れると
ともに、自己点検や監事監査
結果、学生の意見等を業務運
営に反映させることで、大学
経営の透明性と質の向上を図
る。

(3)業務運営の透明性確保と質の向上

　外部の意見を積極的に取
り入れるとともに、自己点
検・評価、監事監査の結果
や学生の意見などを業務運
営に反映させる。

59 　業務の質の向上を図るた
め、内部監査及び監事監査を
充実させる。

業務実績

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　新型コロナウイルス感染症に対し、理事長
をトップとする「新型コロナウイルス感染症
対策本部」を設置、感染状況に応じて機動的
に開催し、適切な対応を行った。
　また、令和２年度には、遠隔授業導入チー
ムを立ち上げて対応スピードを上げるなど、
機動的な対応を行った。
　令和４年度には、大学創立20周年を迎え、
10月に記念式典・講演会を開催し、多くの関
係者に感謝を伝え、引き続きの支援をお願い
した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　役員会や審議機関、教授会、事務局等の役
割分担を継続的に見直しながら、効率的で機
動的な組織運営を図る。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　保健師養成における教育の質を高め実践能
力を養うため、保健師課程を令和３年度入学
生から選抜制とし、履修人数を50人程度とし
た。
　令和４年度からの新カリキュラムの適用に
合わせ、ディプロマポリシー・カリキュラム
ポリシー・アドミッションポリシーの３ポリ
シーを見直し、一貫性・整合性があるものと
した。
　学長のリーダーシップの下、教学ＩＲの構
築を目指し、教員・職員の人材育成に向けた
ＦＤ・ＳＤ研修体制の充実を図った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　大学間の競争に対応するため、高校生や社
会のニーズを的確に把握し、将来を見据えた
戦略的な大学運営への反映を図る。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　法人運営に精通した民間企業の会長を監事
に迎えるとともに、新潟県の看護事情に精通
した新潟県看護協会副会長を経営審議会委員
に登用し、外部の意見を積極的に取り入れ
た。
　また、公益通報者の保護等に関する規程を
制定し、本学における公益通報者及び相談に
対応するために学内・学外に通報窓口を設置
した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　理事や経営審議会委員等に学外有識者を登
用し、外部の意見を積極的に取り入れるとと
もに、自己点検や監事監査結果、学生の意見
等を業務運営に反映させる。

　【中項目：(№10)運営体制の改善】

ni

中期目標 中期計画

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　内部監査の実施時期を３月から12月に早
め、監査結果を年度内に反映させることとし
た。
　公立大学協会等主催の各種研修に参加し、
知識を深めることで監査の有効性を高めた。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　内部監査の監査内容を検討し、新たな観点
を取り入れつつ実施計画や実施要領を見直
し、内部監査を実施する。
　業務・会計の監事監査においては、監事の
意見に真摯に向き合い適切に対応する。
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a
（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）

評価区分法人による自己評価結果 【運営体制の改善に関する計画】

　新型コロナウイルス感染症に対し、理事長をトップとする「新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置、感
染状況に応じて機動的に開催し、適切な対応を行った。
　また、令和２年度には、遠隔授業導入チームを立ち上げて対応スピードを上げるなど、機動的な対応を行っ
た。
　令和４年度には、大学創立20周年を迎え、10月に記念式典・講演会を開催し、多くの関係者に感謝を伝え、引
き続きの支援をお願いした。
　保健師養成における教育の質を高め実践能力を養うため、保健師課程を令和３年度入学生から選抜制とし、履
修人数を50人程度とした。
　令和４年度からの新カリキュラムの適用に合わせ、ディプロマポリシー・カリキュラムポリシー・アドミッ
ションポリシーの３ポリシーを見直し、一貫性・整合性があるものとした。
　学長のリーダーシップの下、教学ＩＲの構築を目指し、教員・職員の人材育成に向けたＦＤ・ＳＤ研修体制の
充実を図った。
　法人運営に精通した民間企業の会長を監事に迎えるとともに、新潟県の看護事情に精通した新潟県看護協会副
会長を経営審議会委員に登用し、外部の意見を積極的に取り入れた。
　また、公益通報者の保護等に関する規程を制定し、本学における公益通報者及び相談に対応するために学内・
学外に通報窓口を設置した。
　引き続き、役員会や審議機関、教授会、事務局等の役割分担を継続的に見直しながら、効率的で機動的な組織
運営を図る。
　全体としては中期計画の達成状況は良好となる見込みであると認識している。
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大項目４ 業務運営の改善及び効率化に関する事項

(1)人材の確保

60 　年間を通じた公募などに
より、優秀な教職員を確保
するとともに、適切な人材
配置を目指し、必要に応じ
て学内昇任を実施する。

(2)外部人材の活用

　大学の知名度向上や教育研
究の活性化のため、客員制・
特任制などの活用により外部
人材を積極的に登用する。

61 　客員教授として国内看護
教育界の第一人者を招聘
し、公開講座等を開催する
ことにより、本学のＰＲと
地域貢献を図る。

62 　専門看護師(CNS)養成に貢
献できる県内の現役看護師
等を特任講師として活用す
る。

(3)柔軟で弾力的な人事制度の運用

　非公務員型のメリットを生
かし、任期制・年俸制など教
職員の職務の特性に見合った
柔軟で弾力的な人事制度を運
用する。

63 　流動的な人材交流ができ
るよう、任期制・年俸制な
どを活用する。

(4)評価制度の運用

　教職員の意欲向上や教育研
究の質的向上を図るため、教
職員の人事評価システムを適
切に運用し、評価結果に基づ
いた適切な処遇を行うととも
に、継続的に評価システムの
改善を図る。

64 　教職員の人事評価システ
ムに基づき客観的で公平な
人事評価を行い、処遇に反
映させるとともに、必要に
応じて評価システムの見直
しを行う。

　【中項目：(№11)人事の適正化】

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　県内現役看護職者を特任講師として、
専門看護師（CNS）養成課程の教育に活用
した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　県内の現役看護師を特任講師とし、専
門看護師(CNS)養成課程の教育に活用す
る。

中期目標 中期計画 業務実績

ni

　大学の教育研究の質の向上
及び法人の円滑な運営を行う
ため、優秀な教職員を確保
し、適切な人的配置を行う。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　年間を通じた公募を行い優秀な教員を
確保するとともに、学内昇任を併せて行
い適切な人材配置を行った。また、全て
の科目群に教員を適正配置（准教授以上
の配置）をした。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　年間を通じた公募などにより、優秀な
教職員の確保を図る。学内昇任を実施
し、適切な人材配置を行う。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　医療・看護における国内第一人者を客
員教授に委嘱し、講義を開催することに
より専門的知見を得た。
　　山内豊明氏：令和元～４年度委嘱
　　井部俊子氏：令和元・２年度委嘱
　　松本晴樹氏：令和３・４年度委嘱

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　看護・医療・福祉分野の第一人者や客
員教授による公開講座等を開催し、本学
のPRと地域貢献を行う。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　教員評価システムに基づき、毎年度教
員の研究業績を評価し、業績により研究
費の追加配分を行い、処遇に反映させ
た。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　教員業績評価基準に基づき、教員実績
について評価を実施し、業績により研究
費の追加配分を行い、処遇に反映させ
る。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　教授及び助手を任期制の教員として採
用した。また、役員報酬規程により常勤
理事の年俸制を実施した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　流動的な人材交流ができるよう、任期
制の教員を公募する。
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(5)事務職員の採用と育成

　中・長期的な組織運営の観
点から専門性の高い事務職員
の計画的な採用や養成を行
う。

65 　中・長期的な組織運営の
観点から専門性の高い大学
運営業務を担当するプロ
パー職員を計画的に採用
し、育成する。

a
（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　事務職員については、プロパー職員採
用計画を令和元年度、県行財政改革行動
計画を踏まえて策定した上で、計画に基
づき採用を行った。また、プロパー職員
の多岐に渡る業務習得を見据え、事務局
内異動を行った。
　令和元年度に階層別研修と専門研修の
２本柱からなる研修計画を策定し、計画
的に職員の研修への参加を進めた。
　「事務局の対応学生満足度」は毎年度
高い達成率となっている。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　県の階級別研修や公立大学協会主催の
会計セミナーなどの専門的な研修に計画
的に参加し、プロパー職員の育成を図
る。

法人による自己評価結果 【人事の適正化に関する計画】

　年間を通じた公募を行い優秀な教員を確保するとともに、学内昇任を併せて行い適切な人材配置を行った。
　医療・看護における国内第一人者を客員教授に委嘱し、講義を開催することにより専門的知見を得た。
　県内現役看護職者を特任講師として、専門看護師（CNS）養成課程の教育に活用した。
　教員評価システムに基づき、毎年度教員の研究業績を評価し、業績により研究費の追加配分を行い、処遇に反映
させた。
　事務職員については、プロパー職員採用計画を令和元年度、県行財政改革行動計画を踏まえて策定した上で、計
画に基づき採用を行った。また、プロパー職員の多岐に渡る業務習得を見据え、事務局内異動を行った。
　令和元年度に階層別研修と専門研修の２本柱からなる研修計画を策定し、計画的に職員の研修への参加を進め
た。
　「教員が適正に配置されている科目群の割合（教授又は准教授が配置されている科目群）」は、毎年度100％と目
標値を達成している。
　「客員・特任教員の人数」は、毎年度目標値を達成している。
　「任期付・年俸制を適用している教員の割合」は、毎年度目標値を上回り達成している。
　「事務局の対応学生満足度（５段階評価の上位２位の割合）」は、毎年度目標値を上回り達成している。
　引き続き、人事の適正化に努める。
　全体としては、中期計画の達成状況は良好となる見込みであると認識している。

評価区分
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(1)合理的な事務組織の編成

　限られた人的資源をもと
に、外部委託の有効活用や人
的配置を常に見直し、効率的
かつ合理的な事務組織を編成
する。

66 　定型業務など外部委託が
可能な業務を選定し、費用
や効率性を検証しながら導
入を進める。

67 　事務組織を継続的に見直
すとともに、業務内容の変
化や業務量の変動に柔軟に
対応できる組織を構築す
る。

(2)事務処理の効率化

　効率的かつ合理的な事務処
理を行うため、継続的な検討
を行い、改善を図る。

68 　事務決裁手続の簡素化を
図り、事務処理に要する時
間やコストを削減する。

a
（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）

法人による自己評価結果 【事務の効率化・合理化に関する計画】 評価区分

　【中項目：(№12)事務の効率化・合理化】

中期目標 中期計画 業務実績

ni

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　施設整備計画に基づく修繕工事を行うに当
たり、その工事設計（設計書・仕様書・図
面）を外部委託し、職員の負担軽減を図っ
た。
　定型業務など外部委託が可能な業務につい
て、費用や効率性を検証し、システム化を含
めた検討を重ねた。事務局のスケジュールを
容易に管理するシステム（iQube）や職員の労
働時間の適正な管理・把握をするためのシス
テム（出退勤管理システム）、クラウド型文
字起こしサービス等を導入した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　オンラインによるシステム化について、費
用や効率性を検証する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　庶務係が行っていた看護研究交流センター
の支出・収納をセンター職員が行えるよう、
システムを変更した。また、職員の育児休
業・私傷病休暇や学務システム導入等に伴う
業務量増加、多岐に渡る業務習得などに対応
するため、事務局内異動や臨時職員の身分の
見直しを行った。それに伴い、事務分掌の見
直しや業務内容の共有を図り、円滑に業務を
遂行した。
　「事務局の対応学生満足度」は毎年度目標
値を上回り、高い達成率になった。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　業務量や職員の休業等を考え、人員配置や
事務分掌の見直しを臨機応変に行う。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　契約や現金収納に係る事務手続きの見直し
を行った。例えば、随意契約業者選定委員会
設置要綱を改正し、予定価格100万円以下の委
託契約については選定委員会を省略し、文書
決裁で業者選定できることとした。
　Web出願システムを導入し、事務局職員の学
生情報入力事務の削減等を図った。
　教職員の労働時間の適正な管理・把握、業
務の効率化を図るため、出退勤管理や時間外
勤務管理、休暇取得のシステムを導入し、申
請・決裁の電子化を行った。
　会計処理における押印の見直しを行い、請
求書等を電子メールで提出できるようにし、
支払い事務の効率化を図った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　各決裁システムの導入等を検討するととも
に、学内様式の見直しにより押印の省略を進
め、事務処理の効率化を図る。

　施設整備計画に基づく修繕工事を行うに当たり、その工事設計（設計書・仕様書・図面）を外部委託し、職員の
負担軽減を図った。
　定型業務など外部委託が可能な業務について、費用や効率性を検証し、システム化を含めた検討を重ねた。事務
局のスケジュールを容易に管理するシステム（iQube）や職員の労働時間の適正な管理・把握をするためのシステム
（出退勤管理システム）、クラウド型文字起こしサービス等を導入した。
　庶務係が行っていた看護研究交流センターの支出・収納をセンター職員が行えるよう、システムを変更した。ま
た、職員の育児休業・私傷病休暇や学務システム導入等に伴う業務量増加、多岐に渡る業務習得などに対応するた
め、事務局内異動や臨時職員の身分の見直しを行った。それに伴い、事務分掌の見直しや業務内容の共有を図り、
円滑に業務を遂行した。
　契約や現金収納に係る事務手続きの見直しを行った。例えば、随意契約業者選定委員会設置要綱を改正し、予定
価格100万円以下の委託契約については選定委員会を省略し、文書決裁で業者選定できることとした。
　Web出願システム、出退勤管理・時間外勤務管理・休暇取得のシステムを導入し、事務の効率化を図った。
　「事務局の対応学生満足度」は毎年度目標値を上回り、高い達成率になった。
　引き続き、各決裁システムの導入等を検討するとともに、学内様式の見直しにより押印の省略を進め、事務処理
の効率化を図る。
　全体としては、中期計画の達成状況は良好となる見込みであると認識している。
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(1)適正な収入の確保

　大学経営の観点や社会情勢
を勘案の上、授業料等の学生
納付金について適切な料金を
設定するとともに、大学施設
を活用した新たな収入の確保
に積極的に取り組む。

69 　社会情勢を反映した適正
な水準となるよう学生納付
金等を必要に応じて見直す
とともに、有料講座や大学
施設の貸出等収入の確保に
積極的に取り組む。

(2)外部資金の獲得

　科学研究費補助金等の研究
助成金や受託研究、寄附金等
の外部資金の獲得に努め、経
常収益に占める外部研究資金
比率を高める。

70 　科学研究費などの助成に
関する情報収集・申請・受
入等の研究支援体制を強化
するとともに、応募件数、
採択件数の向上を図る。

a
（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）

　【中項目：(№13)自己収入の増加】

大項目５ 財務内容の改善に関する事項

法人による自己評価結果 【自己収入の増加に関する計画】

中期目標 中期計画 業務実績

　公開講座の実費額相当の徴収や大学施設の有償貸付を行い、収入確保に努めた。また、近隣施設の状況を踏ま
え、施設貸付料の改定を行った。
　新型コロナウイルス感染症の流行により、令和２年度は看護研究交流センターの公開講座及び大学施設の貸付
を中止したが、令和３年度から感染症対策を講じた上で公開講座及び施設貸付を再開し、自己収入の確保に努め
た。
　また、論文博士学位授与制度創設に伴い論文審査手数料の額を定めた。
　科研費採択数や採択率の向上には、国内外の研究者との共同研究の促進が重要であることから、教員に
Researchmapへの登録を推進し、本学HPの教員紹介のページからResearchmapへのリンクを設けた。更に、外部研
究資金を獲得するための研究計画の洗練に向け、科研費を獲得している学内の教員を講師として研修を行った。
　「自己収入比率」は、毎年度目標値を上回り達成している。
　引き続き、看護研究交流センターが企画する看護職学習支援公開講座を開催し、自己収入の確保に努める。ま
た、施設貸付については、申請者に対して感染防止対策を求めつつ、施設貸付を行い、自己収入の確保に努め
る。
　全体としては、中期計画の達成状況は良好となる見込みであると認識している。

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）

ni

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　公開講座の実費額相当の徴収や大学施
設の有償貸付を行い、収入確保に努め
た。また、近隣施設の状況を踏まえ、施
設貸付料の改定を行った。
　新型コロナウイルス感染症の流行によ
り、令和２年度は看護研究交流センター
の公開講座及び大学施設の貸付を中止し
たが、令和３年度から感染症対策を講じ
た上で公開講座及び施設貸付を再開し、
自己収入の確保に努めた。
　また、論文博士学位授与制度創設に伴
い論文審査手数料の額を定めた。
　「自己収入比率」は、毎年度目標値を
上回った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　感染対策を考慮しながら、看護研究交
流センターが企画する看護職学習支援公
開講座を開催し、自己収入の確保に努め
る。また、施設貸付については、申請者
に対して感染防止対策を求めつつ、施設
貸付を行い、自己収入の確保に努める。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　科研費採択数や採択率の向上には、国
内外の研究者との共同研究の促進が重要
であることから、教員にResearchmapへの
登録を推進し、本学HPの教員紹介のペー
ジからResearchmapへのリンクを設けた。
更に、外部研究資金を獲得するための研
究計画の洗練に向け、科研費を獲得して
いる学内の教員を講師として研修を行っ
た。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
  科学研究費などの研究助成金の申請件
数・採択率の向上のため、外的資金に関
する情報収集や学内説明会を開催する。
また、申請数・採択率に関する情報を教
授会等で積極的に公開する。

評価区分
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71 　教育研究の水準に配慮しつ
つ、契約期間の複数年化や入
札時の競争性の確保、共同購
入の仕組み等を整備して、経
費を節減する。

ｂ
（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）

　大学の健全な運営や教育研
究の水準向上を確保するた
め、資産の適正かつ有効な運
用管理を行う。

72 　定期的に学内の施設・設備
を調査点検し、維持管理や更
新を適切に行う。

a
（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）

中期目標

大項目５ 財務内容の改善に関する事項

　教育研究水準の維持、向上
に配慮しつつ、教職員がコス
ト意識を徹底し、業務の改
善、効率化を継続的に行うこ
とにより、経費の節減に努め
る。

法人による自己評価結果 【経費節減に関する計画】

　随意契約をしていた電気契約について、一般競争入札を行い経費節減に繋げた。
　設備、施設の修繕工事に係る契約について、一般競争入札により競争性を確保したほか、随意契約においては、
新たな業者を含めて複数業者からの見積合わせを行うなど価格の抑制を図った。
　また、光熱水費等の経費低減を目指し、教授会等で周知するなど意識の徹底を図った。
　全体としては、中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みであると認識している。

中期計画 業務実績

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　随意契約をしていた電気契約について、一
般競争入札を行い経費節減に繋げた。
　設備、施設の修繕工事に係る契約につい
て、一般競争入札により競争性を確保したほ
か、随意契約においては、新たな業者を含め
て複数業者からの見積合わせを行うなど価格
の抑制を図った。
　また、光熱水費等の経費低減を目指し、教
授会等で周知するなど意識の徹底を図った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　経費の節減と業務の円滑化を考え、ケース
ごとに適切な入札方法を検討し実施する。

評価区分

中期計画

　長期使用による経年劣化や運転に支障が生じてきた設備等について、適宜点検や業者との確認調整を行いなが
ら、修繕や更新工事を行った。修繕・工事については、コストも意識しながら進めた。
　緊急的措置としては、学生及び来学者の安全確保の観点から、校舎玄関前広場のブロック舗装や広場の通路天井
塗装剥がれ落ち防止の修繕を行った。また、駐車場における水道管の破裂による水漏れの至急修繕なども行った。
　新型コロナウイルス感染症対策としては、十分な換気のための講義室の網戸設置のほか、遠隔授業の導入等に伴
う全館Wi-Fi環境の整備などを行った。
　施設の長期使用による支障が出てきており、引き続き、優先順位を考えながら、施設の長寿命化を図る。
　全体としては、中期計画の達成状況は良好となる見込みであると認識している。

評価区分

　【中項目：(№14)経費節減】

業務実績

　【中項目：(№15)資産の運用管理の改善】

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　長期使用による経年劣化や運転に支障が生
じてきた設備等について、適宜点検や業者と
の確認調整を行いながら、修繕や更新工事を
行った。具体的には、受水槽のポンプの交
換、雨漏りの修繕、各階電気温水器取替、看
護学実習室のガス給湯器取替、図書館の排煙
窓及び電動ブラインド修繕、体育館ステージ
の看板昇降設備の修繕等、コストも意識しな
がら進めた。
　緊急的措置としては、学生及び来学者の安
全確保の観点から、校舎玄関前広場のブロッ
ク舗装や広場の通路天井塗装剥がれ落ち防止
の修繕を行った。また、駐車場における水道
管の破裂による水漏れの至急修繕なども行っ
た。
　新型コロナウイルス感染症対策としては、
十分な換気のための講義室の網戸設置のほ
か、遠隔授業の導入等に伴う全館Wi-Fi環境の
整備などを行った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　施設の長期使用による支障が出てきてお
り、優先順位を考えながら、施設の長寿命化
を図る。

中期目標

法人による自己評価結果 【資産の運用管理の改善に関する計画】
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大項目６ 自己点検・評価及び情報公開の推進に関する事項

　自己点検・評価、外部評
価が効率的かつ効果的に実
施できるよう評価体制を整
備するとともに、定期的に
実施して、評価結果を教育
研究活動や業務運営の改善
に活用する。

73 　自己点検・評価を効率的
かつ効果的に実施できるよ
う体制を整備する。

74 　定期的に外部評価を受
け、評価結果を教育研究活
動や業務運営改善に活用す
る。

75 　自己点検・評価、外部評
価の結果を積極的に公表す
る。

a
（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）

　【中項目：(№16)自己点検・評価の実施】

中期計画 業務実績

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　教員評価システムに基づき、全教員が
自己点検評価を行い、毎年度優秀者に学
長表彰を行った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　本学における教育水準の向上を図るた
めに、引き続き、教員評価システムに基
づき全教員が自己点検評価を行い、その
結果を自己点検・評価報告書として編集
する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　平成29年度の認証評価において指摘さ
れた努力課題について、改善報告書を作
成し大学基準協会に提出し、協会から改
善を認めた旨の通知を受けた。
　令和４年度には、令和６年度受審予定
の大学機関別認証評価に係る作業スケ
ジュールの確認を行った。
　また、平成29年度の包括外部監査にお
いて指摘された事項について、改善の検
討を重ね、全事項について措置が認めら
れた。
　毎年度、法人評価結果で指摘された課
題・提言について、真摯に取り組んだ。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　新潟県公立大学法人評価委員会及び新
潟県の財政的援助団体等監査を毎年受け
るほか、令和６年度に大学教育質保証・
評価センターによる認証評価を受審す
る。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　毎年度、自己点検評価報告書をリポジ
トリに登録し公開した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　引き続き、自己点検・評価報告書をリ
ポジトリに登録し公開する。

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）

評価区分

　教員評価システムに基づき、全教員が自己点検評価を行い、毎年度優秀者に学長表彰を行った。
　平成29年度の認証評価において指摘された努力課題について、改善報告書を作成し大学基準協会に提出し、協
会から改善を認めた旨の通知を受けた。
　平成29年度の包括外部監査において指摘された事項について、改善の検討を重ね、全事項について措置が認め
られた。
　毎年度、法人評価結果で指摘された課題・提言について、真摯に取り組んだ。
　毎年度、自己点検評価報告書をリポジトリに登録し公開した。
　本学における教育水準の向上を図るために、引き続き、教員評価システムに基づき全教員が自己点検評価を行
い、その結果を自己点検・評価報告書として編集し、リポジトリに登録し公開する。また、令和６年度には大学
教育質保証・評価センターによる認証評価を受審する。
　全体としては、中期計画の達成状況は良好となる見込みであると認識している。

中期目標

法人による自己評価結果 【自己点検・評価の実施に関する計画】
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大項目６ 自己点検・評価及び情報公開の推進に関する事項

(1)情報公開の推進

76 　大学運営の透明性を高め
るため、教育研究活動、経
営状況、業績評価結果等を
積極的に公表する。

(2)個人情報の管理

　大学や法人が取り扱う個
人情報の管理を徹底すると
ともに、情報公開に対応す
るための規程を適切に運用
する。

77 　情報公開制度や個人情報
保護に関する規程を適切に
運用するとともに、個人情
報の管理について学内に周
知徹底する。

ｂ
（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）

　【中項目：(№17)情報公開の推進】

中期目標 中期計画 業務実績

　公立大学としての説明責
任を果たすため、法定事項
のほか、大学の教育研究活
動、地域貢献活動及び経営
状況に関する情報を積極的
に公表する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　毎年度、教育研究活動、経営状況、業
務評価結果などをホームページで逐次公
表した。
　また、「ホームページのアクセス件
数」は高水準を維持し、令和３年度には
目標値の２倍を超えた。
　　令和元年度：1,047,141件
　　令和２年度：1,337,856件
　　令和３年度：2,205,373件
　　令和４年度：1,890,793件

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　見やすいホームページの作成を目指し
ながら、教育研究活動、経営状況、業務
評価結果などをホームページで逐次公表
する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　個人情報保護を適切に管理し、USBに
よる情報の受け渡し機会を可能な限り減
らすため、共有ドライブ内に領域単位で
利用できる専用フォルダを新設し、複数
の職員が情報の紛失なく情報共有するこ
とができるようにした。
　USB等の電子媒体の管理について規程
を改正し、個人情報が保存されている媒
体の適正管理に対する意識と管理方法の
改善を図った。
　また、年２回職員に綱紀の保持及び服
務規律を徹底し、個人情報保護に関する
注意喚起を行った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　個人情報保護法の改正や新潟県条例の
改正に伴い、本学規程の改正を行い、適
正な執行に努める。

　毎年度、教育研究活動、経営状況、業務評価結果などをホームページで逐次公表した。
　「ホームページのアクセス件数」は高水準を維持し、令和３年度には目標値の２倍を超えた。
　個人情報保護を適切に管理し、USBによる情報の受け渡し機会を可能な限り減らすため、共有ドライブ内に領
域単位で利用できる専用フォルダを新設し、複数の職員が情報の紛失なく情報共有することができるようにし
た。
　USB等の電子媒体の管理について規程を改正し、個人情報が保存されている媒体の適正管理に対する意識と管
理方法の改善を図った。
　また、年２回職員に綱紀の保持及び服務規律を徹底し、個人情報保護に関する注意喚起を行った。
　全体としては、中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みであると認識している。

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）

法人による自己評価結果 【情報公開の推進に関する計画】 評価区分
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78 　学生や教職員が遵守すべき
事柄について、定期的に研修
を行い、高い倫理観やモラル
に基づいた行動を徹底する。

ｂ
（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）

大項目７ その他業務運営に関する事項

　【中項目：(№18)法令遵守の推進】

中期目標 中期計画 業務実績

　学生や教職員一人ひとり
が、高い倫理観が必要な看護
分野に携わることを自覚し
て、社会規範や法令等を遵守
し、県民の信頼を確保する。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　学内教員の他、関係機関より講師を招
き、未成年者の飲酒禁止、禁煙教育・敷
地内禁煙、個人情報管理、薬物乱用防
止、税制度、年金制度、ごみの出し方に
ついて学内ガイダンスを実施し、学生が
遵守すべき事柄を周知した。併せて、防
犯対策、悪質商法等消費者被害の実態と
対策、アルバイト等労働関係制度、選挙
制度についてもガイダンス等で啓発教育
を行った。
　綱紀の保持及び服務規律の確保のため
の指針を年２回、教職員に周知した。
　また、研究費等の厳正な取扱いについ
て、令和２年度に作成した会計ルールハ
ンドブック等を参考に、教授会において
注意喚起を行った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　法令遵守や防犯対策をはじめとする各
種ガイダンスを実施し、学生への啓発教
育を推進する。また、教職員に対して遵
守すべき事柄について、定期的に研修や
周知により、高い倫理観やモラルに基づ
いた行動の徹底を図る。

　学生が遵守すべき事柄について、学内ガイダンスで啓発教育を行った。
　綱紀の保持及び服務規律の確保のための指針を年２回、教職員に周知した。
　また、研究費等の厳正な取扱いについて、令和２年度に作成した会計ルールハンドブック等を参考に、教授会に
おいて注意喚起を行った。
　全体としては、中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みであると認識している。

法人による自己評価結果 【法令遵守の推進に関する計画】 評価区分

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）
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　法人の掲げる教育、研究、
地域貢献等の目標を達成する
ため、中長期の施設整備計画
に基づき、効率的に施設整備
を行う。

79 　中長期的な施設整備計画に
基づき、施設・設備の維持管
理、更新を効率的に行う。

ｓ
（中期計画の達成見込は優れている）

　評価理由（主な成果や課題等）

大項目７ その他業務運営に関する事項

中期目標

　【中項目：(№(19)施設の効率的整備】

中期計画 業務実績

評価区分

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）

　計画に基づく大規模修繕を行うため、令和元年度に大学独自の施設整備計画を策定した。
　令和２年度は、第一期中期目標期間中に積み立てた積立金を活用し、建設以来の大規模修繕（自動火災報知設
備・非常放送設備更新工事、空調設備改修工事）を行った。特に、空調設備改修工事については　２件の工事を
別々に近年中に行う予定だったが、業者との調整により同時に施工することで大幅な経費節減に繋げた。
　令和３年度は、エレベーターや受配電設備の更新など、大規模な改修工事を行った。また、老朽化が著しい食堂
のエアコンを更新したほか、機能不全となっていた駐車場の夜間照明のLED切替工事を行った。
　令和４年度は、外部通路（ポルティコの広場）外壁が亀裂及び塗装劣化していたことから、改修及び塗装を行っ
た。
　また、期間を通して、大学全体の照明器具のＬＥＤ化を計画的に進め、学内の廊下・図書館・旧棟トイレ・北口
玄関等のＬＥＤ化工事を実施した。
　新型コロナウイルス感染症対策としては、令和２年度以降予算を確保し、トイレの洋式化を順次行い、大学内全
てのトイレを洋式化したほか、トイレ洗面台の自動水栓化、電気温水器取付工事等を行った。
　この他、施設・設備の状況を適宜見直しながら改修・更新を行い、施設の長寿命化を図った。
　引き続き、大学独自の施設整備計画を適宜見直しながら、効率的な設備等の更新を行っていく。
　全体としては、中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みであると認識している。

法人による自己評価結果 【施設の効率的整備に関する計画】

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　計画に基づく大規模修繕を行うため、
令和元年度に大学独自の施設整備計画を
策定した。
　令和２年度は、第一期中期目標期間中
に積み立てた積立金を活用し、建設以来
の大規模修繕（自動火災報知設備・非常
放送設備更新工事、空調設備改修工事）
を行った。特に、空調設備改修工事につ
いては　２件の工事を別々に近年中に行
う予定だったが、業者との調整により同
時に施工することで1,400万円を超える大
幅な経費節減に繋げた。
　令和３年度は、エレベーターや受配電
設備の更新など、大規模な改修工事を
行った。また、老朽化が著しい食堂のエ
アコンを更新したほか、機能不全となっ
ていた駐車場の夜間照明のLED切替工事を
行った。
　令和４年度は、外部通路（ポルティコ
の広場）外壁が亀裂及び塗装劣化してい
たことから、改修及び塗装を行った。
　また、期間を通して、大学全体の照明
器具のＬＥＤ化を計画的に進め、学内の
廊下・図書館・旧棟トイレ・北口玄関等
のＬＥＤ化工事を実施した。
　新型コロナウイルス感染症対策として
は、令和２年度以降予算を確保し、トイ
レの洋式化を順次行い、大学内全てのト
イレを洋式化したほか、トイレ洗面台の
自動水栓化、電気温水器取付工事等を
行った。
　この他、施設・設備の状況を適宜見直
しながら改修・更新を行い、施設の長寿
命化を図った。
　なお、令和３年度は半導体不足による
納品や工事の年度内不履行が危惧された
が、工事内容や年度内履行について、入
念に業者と打合せを行い、計画的かつ効
率的に努めた。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　大学独自の施設整備計画を適宜見直し
ながら、効率的な設備等の更新を行う。
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80 　労働安全衛生法その他関
係法令に基づき、安全衛生
に関する管理を適切に行
う。

81 　災害時における危機管理
体制の充実を図るととも
に、防災訓練などを実施す
る。

ｓ
（中期計画の達成見込は優れている）

　評価理由（主な成果や課題等）

大項目７ その他業務運営に関する事項

　学生及び教職員の心身の安
全や健康管理のための体制を
充実させ、事故・災害・犯罪
の未然防止や安全衛生管理に
取り組むとともに、常日頃か
ら危機管理意識を持ち、危機
発生の際にも十分対応できる
体制の充実を図る。

中期目標 中期計画

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）

　衛生委員会を毎月開催するとともに、ストレスチェック及びVDT健診を実施するなど、職員の健康管理に努めた。
　本学は上越市の指定緊急避難所に位置付けられており、上越市から感染症対策に配慮した避難スペースの拡大要
請を受けて検討を行い、学内に滞在する学生が使用するスペースを考慮した上で最大限（倍増）提供することと
し、協定を締結した。なお、令和元年度に大雨特別警報が発令された際は、避難者を受け入れて夜間の安全を確保
した。
　教職員に対する防災・減災教育として、新潟県防災局危機対策課から講師を迎え、研修会を行った。
　学生に対する防災・減災教育として、学内のAED設置場所と避難経路、防災への日頃の備え、災害発生時の行動及
び安否報告方法等を周知した。
　安否情報システムの活用において、学生と教職員に対しメールアドレス登録のサポート、安否報告訓練（年３
回）を毎年度実施した。
　関連団体との連携では、上越地域振興局健康福祉環境部主催の災害医療に関する研修や訓練、日本看護系大学協
議会(JANPU)主催の研修など、関連機関と連携し地域の防災活動に取り組んだ。特に、令和４年度には、本学が加盟
する新潟県看護系大学等災害支援連絡協議会の会長校として、長岡保健所での新型コロナウイルス積極的疫学調査
において全県の調整に関わり、本学からも３名の教員を派遣した。また、同年の村上市・関川村豪雨災害において
は、新潟県・会員校と連携して現地の保健相談活動の調整に関わった。
　引き続き、学生及び教職員に対する効果的な防災減災活動を行うとともに、上越市、新潟県及び新潟県看護系大
学との災害支援連携を推進する。
　全体としては、中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みであると認識している。

　【中項目：(№20)危機管理】

業務実績

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　衛生委員会を毎月開催するとともに、ストレ
スチェック及びVDT健診を実施するなど、職員
の健康管理に努めた。
　衛生委員会において、空気環境測定による各
学年の教室における炭酸ガスの基準値が高かっ
た結果を受けて、各教室にサーキュレーターを
設置し、教室内の空気を循環させるための対策
を講じた。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　衛生委員会を毎月開催し、必要に応じ職場環
境の改善を図る。

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　本学は上越市の指定緊急避難所に位置付けら
れており、上越市から感染症対策に配慮した避
難スペースの拡大要請を受けて検討を行い、学
内に滞在する学生が使用するスペースを考慮し
た上で最大限（倍増）提供することとし、協定
を締結した。なお、令和元年度に大雨特別警報
が発令された際は、避難者を受け入れて夜間の
安全を確保した。
　教職員に対する防災・減災教育として、新潟
県防災局危機対策課から講師を迎え、研修会を
行った。
　学生に対する防災・減災教育として、学内の
AED設置場所と避難経路、防災への日頃の備
え、災害発生時の行動及び安否報告方法等を周
知した。
　安否情報システムの活用において、学生と教
職員に対しメールアドレス登録のサポート、安
否報告訓練を毎年度３回実施した。
　関連団体との連携では、上越地域振興局健康
福祉環境部主催の災害医療に関する研修や訓
練、日本看護系大学協議会(JANPU)主催の研修
など、関連機関と連携し地域の防災活動に取り
組んだ。特に、令和４年度には、本学が加盟す
る新潟県看護系大学等災害支援連絡協議会にお
いて、新潟県の要請を受けて、長岡保健所での
新型コロナウイルス積極的疫学調査に協力し、
教員を派遣した。また、同年の村上市・関川村
豪雨災害においては、新潟県・会員校と連携し
て現地の保健相談活動の調整に関わった。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　学生及び教職員に対する効果的な防災減災活
動を行うとともに、上越市、新潟県及び新潟県
看護系大学との災害支援連携を推進する。

評価区分法人による自己評価結果 【危機管理に関する計画】
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　学生及び教職員の人権意識
の向上に積極的に取り組むと
ともに、ハラスメント等の発
生の未然防止と対応体制の充
実を図る。

82 　各種ハラスメントなどの
人権侵害を防止し、さらな
る人権意識の向上を図るた
め、ハラスメント防止委員
会を中心に学生や教職員に
対し、定期的に人権に関す
る啓発や研修を実施する。

ｂ
（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）

大項目７ その他業務運営に関する事項

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）

　【中項目：(№21)人権の保護】

中期目標 中期計画 業務実績

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　ハラスメント防止及び意識啓発のため、
学年ガイダンスや新任教職員研修の際に
リーフレットを配布するとともに、啓発ポ
スターを学内に掲示した。
　また、毎年度、地元法律事務所の弁護士
やNPO法人アカデミックハラスメントをな
くすネットワーク代表理事による研修会を
開催した。
　ハラスメント防止特別委員会を定期的に
開催し、ハラスメント防止啓発活動の方
針、相談案件の有無や内容について情報共
有を図った。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　ハラスメント防止及び意識啓発のための
啓蒙活動や、研修会を実施する。また、定
期的に委員・相談員間で相談案件等に関す
る情報を共有し対応を検討する。

法人による自己評価結果 【人権の保護に関する計画】 評価区分

　ハラスメント防止及び意識啓発のため、学年ガイダンスや新任教職員研修の際にリーフレットを配布するととも
に、啓発ポスターを学内に掲示した。
　毎年度、地元法律事務所の弁護士やNPO法人アカデミックハラスメントをなくすネットワーク代表理事による研修
会を開催した。
　ハラスメント防止特別委員会を定期的に開催し、ハラスメント防止啓発活動の方針、相談案件の有無や内容につ
いて情報共有を図った。
　全体としては、中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みであると認識している。
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　情報セキュリティに関する
規程及び体制を整備する。

83 　情報セキュリティ対策に
関する規程等を整備すると
ともに、学内に周知する。

ｂ
（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）

　評価理由（主な成果や課題等）

大項目７ その他業務運営に関する事項

　【中項目：(№22)情報セキュリティ対策】

中期目標 中期計画 業務実績

　USBメモリの紛失防止策のひとつとして、共有ドライブ内に領域別に利用できる専用フォルダを新設し、サイバー
セキュリティ対策を強化した。複数の職員が情報の紛失なく情報共有することができるようにした。
　情報セキュリティ対策に関する規程について「政府機関等の情報セキュリティ対策のための統一基準群」等に則
り、学内の規程の見直し・策定を行い、教授会で周知した。
　さらに、電磁的記録媒体取扱要領の一部改正を行い、個人情報を保存した持ち出し可能な媒体の管理方法や持ち
出す際の具体的な手続き等を定め、教授会で周知した。
　全体としては、中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みであると認識している。

＊ 評価区分：ｓ（中期計画の達成状況は優れたものとなる見込みである）、ａ（中期計画の達成状況は良好となる見込みである）、
ｂ（中期計画の達成状況は概ね良好となる見込みである）、ｃ（中期計画の達成状況はやや不十分となる見込みである）、ｄ（中期計画の達成状況は不十分となる見込みである）

【令和元年度～令和４年度までの実績】
　USBメモリの紛失防止策のひとつとし
て、共有ドライブ内に領域別に利用できる
専用フォルダを新設し、サイバーセキュリ
ティ対策を強化した。複数の職員が情報の
紛失なく情報共有することができるように
した。
　情報セキュリティ対策に関する規程につ
いて「政府機関等の情報セキュリティ対策
のための統一基準群」等に則り、学内の規
程の見直し・策定を行い、教授会で周知し
た。
　さらに、電磁的記録媒体取扱要領の一部
改正を行い、個人情報を保存した持ち出し
可能な媒体の管理方法や持ち出す際の具体
的な手続き等を定め、教授会で周知した。

【令和５年度～令和６年度の取組予定】
　情報セキュリティ対策に関する規程につ
いて、「政府機関等の情報セキュリティ対
策のための統一基準群（最新版）」に則
り、必要な規定の整備を進める。

法人による自己評価結果 【人権の保護に関する計画】 評価区分
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R元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

目標値 100%

実績値 100% 99.0% 100% 97.9%

目標値 100%

実績値 96.4% 97.8% 97.5% 96.6%

目標値 100%

実績値 100% 100% 100% 100%

目標値 4.3倍

実績値 4.1倍 3.1倍 8.3倍 3.8倍

目標値 4.2点

実績値 4.6点 4.3点 4.4点 4.5点

目標値 100%

実績値 100% 98.9% 100% 100.0%

目標値 69%

実績値 50.6% 66.7% 59.3% 63.7%

目標値 85%

実績値 61.1% 77.9% 68.7% 79.5%

目標値 10件

実績値 7件 ６件 12件 7件

目標値 72件

実績値 57件 49件 ４3件 48件

目標値 65件

実績値 51件 42件 37件 40件

目標値 123件

実績値 121件 97件 70件 84件

目標値 33件

実績値 37件 70件 100件 91件

目標値 35件

実績値 32件 26件 19件 17件

目標値 20件

実績値 21件 24件 29件 27件

目標値 ４件

実績値 ４件 １件 ５件 ５件

目標値 25回

実績値 2１回 － 14回 16回

目標値 1,720人

実績値 1,685人 － 774人 805人

目標値 89%

実績値 88.8% － 79.6% 84.4%

目標値 19人

実績値 45人 ４人 18人 26人

目標値 81人

実績値 95人 62人 67人 80人

目標値 47人

実績値 42人 43人 57人 49人

目標値 210件

実績値 281件 268件 226件 218人

目標値 (R6最終)３人

実績値 1人 1人 2人 ２人

目標値 調査検討 調査検討 調査検討 調査検討

実績値 検討中 検討中 検討中 検討中

目標値 ６人

実績値 ２人 － ２人 7人

目標値 ３人

実績値 ２人 － ３人 4人

目標値 100%

実績値 100% 100% 100% 100%

目標値 10人

実績値 10人 10人 10人 10人

目標値 13%

実績値 18.5% 15.7% 15.1% 13.7%

目標値 79%

実績値 93.5% 85.8% 91.8% 88.9%

目標値 100%

実績値 指摘なし 指摘なし 100% 100.0%

目標値 33.0%

実績値 33.4% 35.0% 36.6% 36.3%

目標値 2.3%

実績値 2.5% 1.6% 1.8% 1.9%

目標値 100%

実績値 指摘なし 指摘なし 指摘なし 指摘なし

目標値 900,000件

実績値 1,047,141件 1,337,856件 2,205,373件 1,890,793件

18

学生数

教員数

海外大学との交流人数

保健師合格率

助産師合格率

3 学生の授業内容満足度 5段評価の大学平均

論文等の被引用件数／中期目標期間中

看護職リカレント教育登録者数 登録者数／年

13 研究指導等講師派遣数 講師派遣数／年

10

８　指標の状況

大
項
目

指　標　項　目 指標の算出方法
         各年度の目標値（Ｒ元～Ｒ４）

備考

2 志願倍率 志願者数／募集定員数（一般選抜）１
教
育

1 国家資格の取得率

看護師合格率

4 就職希望者の就職率 就職者数／就職希望者数

5 新卒者の県内就職率

県内就職者数／就職者数

県内就職者数／県内出身の県内就職者数

２
研
究

6 著書件数 著書件数／年

7 論文件数

論文件数／年

査読付き論文件数／年

外部研究資金獲得件数 外部研究資金獲得件数／年

参考 大学における研究発表会の開催件数 研究発表会の開催件数／年

8 学会報告件数 学会報告件数／年

9 論文の被引用件数等

外部研究資金申請件数 外部研究資金申請件数／年

３
地
域
貢
献
・
国
際
交
流

11 公開講座

開催件数／年

聴講者数／年

満足度（５段階評価の上位２位の割合）

12

16
臨床現場・行政機関と人事交流を行
う人数（２年以上の者）

延べ人数／中期目標期間中 目標値(R6最終)期間累計３人

17 海外大学との交流提携校数 校数／中期目標期間中 目標値(R6最終)期間累計３校

14 審議会等委員委嘱数 委員委嘱数／年

15 マスメディアに取り上げられた件数 新聞掲載数（国・地方）／年

４
業
務
運
営

19
教員が適正に配置されている科目群
の割合

教授又は准教授が配置されている科目群／科目群

20 客員・特任教員の人数 人数／年

21

22 事務局の対応学生満足度 満足度（５段階評価の上位２位の割合）

23 業務改善率（監査指導等） 改善件数／指導・指摘件数

任期制・年俸制を適用している教員
の割合

任期制・年俸制を適用している教員
数／教員数：最終年度

５
財
務

24 自己収入比率 自己収入／経常収益

25 外部研究資金比率 外部研究資金／経常収益

６
自
己
点
検

26 自己点検・評価に基づく改善率 自己点検・評価による改善件数／指摘件数

27 ホームページのアクセス件数 アクセス件数／年
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第６ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画

金額 決算額
収入 収入

運営費交付金 2,466 運営費交付金 1,181
自己収入 1,042 自己収入 515

授業料及び入学金検定料収入 986 授業料及び入学金検定料収入 485
雑収入 56 雑収入 30

受託研究等収入及び寄附金収入等 5 受託研究等収入及び寄附金収入等 1
補助金収入 42 補助金収入 36
前中期目標期間繰越積立金取崩 161 前中期目標期間繰越積立金取崩 0

3,717 1,733
支出 支出

業務費 3,513 業務費 1,686
　 教育研究経費 585 　 教育研究経費 272

人件費 2,486 人件費 1,247
一般管理費 441 一般管理費 167

5 1
施設整備費 71 施設整備費 64

3,589 1,751

金額 決算額
費用の部 3,409 費用の部 1,710

経常経費 2,577 経常経費 1,710
　 業務費 2,328 　 業務費 1,523

教育研究経費 419 教育研究経費 277

受託研究費等 3 受託研究費等 0

人件費 1,906 人件費 1,246

一般管理費 179 一般管理費 116

財務費用 0 財務費用 0

雑損 0 雑損 0

減価償却費 70 減価償却費 70

臨時損失 0 臨時損失 0

収入の部 3,422 収入の部 2,089
経常収益 3,422 経常収益 1,715
　 運営費交付金収益 2,211 　 運営費交付金収益 1,130

授業料収益 867 授業料収益 430
入学金収益 142 入学金収益 74
検定料収益 25 検定料収益 13

受託研究等収益 3 受託研究等収益 0

寄附金収益 1 寄附金収益 0

補助金収益 48 補助金収益 38

財務収益 1 財務収益 0

雑益 57 雑益 30
51 0
3 0

12 0

臨時利益 0 臨時利益 375
0 0

純利益 13 純利益 380

総利益 13 総利益 380

金額 決算額
資金支出 3,849 資金支出 1,969

業務活動による支出 3,303 業務活動による支出 1,614
投資活動による支出 292 投資活動による支出 116
財務活動による支出 48 財務活動による支出 21
次期中期目標期間への繰越金 206 次期中期目標期間への繰越金 218

資金収入 3,558 資金収入 1,730
業務活動による収入 3,558 業務活動による収入 1,730
　 運営費交付金による収入 2,451 　 運営費交付金による収入 1,177

987 485
受託研究等収入 2 受託研究等収入 0
補助金等収入 42 補助金等収入 33
その他の収入 76 その他の収入 35

投資活動による収入 0 投資活動による収入 0
財務活動による収入 0 財務活動による収入 0

0 前年度からの繰越金 0

（中期計画 第６）

業務実績 令和５～令和６年度見込

　１ 予算

令和元～令和４年度決算　（単位：百万円） 令和５～令和６年度決算見込　（単位：百万円）

区分 区分

資産見返運営費交付金等戻入 資産見返運営費交付金等戻入

計 計

受託研究等経費及び寄附金事業費等 受託研究等経費及び寄附金事業費等

計 計

　２ 収支計画

※ 各経費は小数点第１位を四捨五入しているため、各項目の積み上げと区分の合計が一致しない場合あり。

区分 区分

資産見返寄附金戻入 資産見返寄附金戻入

　３ 資金計画

令和元～令和４年度決算　（単位：百万円） 令和５～令和６年度決算見込　（単位：百万円）

区分 区分

資産見返物品受贈額戻入 資産見返物品受贈額戻入

授業料及び入学金検定料による収入 授業料及び入学金検定料による収入

令和元～令和４年度決算　（単位：百万円） 令和５～令和６年度決算見込　（単位：百万円）
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業務実績

 　１億円  　該当なし

　 運営費交付金の受入れ遅延及び事故の発生
等により緊急に必要となる対策費として借り入れ
ることが想定される。

 　該当なし

なし  　該当なし

　
　 決算において剰余金が発生した場合は、教育
研究の質の向上並びに組織運営及び施設設備
の改善に充てる。

　知事の承認を受けて令和元年度から令和３年度にか
けて剰余金11,050千円を目的積立金に計上した。
　前中期目標期間繰越積立金を財源として、管理研究
棟の空調設備のEHP化と旧棟の熱源改修、管理研究棟
のエレベーター改修及びインターロッキングブロックの
補修を行い、160,545千円を執行した。

 　各事業年度の予算編成過程等において決定
する。

　 施設・設備の更新サイクルを確認し、施設整備計画を
決定した。

　 第２の２「人事の適正化に関する目標を達成
するための措置」に記載のとおり。

　 人事計画に基づく教員配置を行った。また、職員につ
いても採用を行った。

　 なし 　 該当なし

　 なし 　 該当なし

第９ 剰余金の使途

（中期計画 第７～第10）

中期計画

第７ 短期借入金の限度額

　　１   短期借入金の限度額

　　２   想定される理由

第８ 重要な財産を譲渡し、または担保に供する計画

　　４   その他法人の業務運営に関し
　　　   必要な事項

第10 その他設立団体の規則で定める業務運営に関する事項

　　１   施設及び設備に関する計画

　　２   人事に関する計画

　　３   積立金の使途
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